
町の花
アジサイ

町の木
サクラ
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明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。

今回取材で伺った「湯田上スイーツ試食会」では、旬の『ル レクチエ』を使用した各旅館のスイーツをいただき、どれもとても美味しく

‘田上町産’の美味しさを再認識しました。

みなさんも、身近にある田上町産のもので旬の美味しさを感じてみてはいかがでしょうか。 彩

【編集後記】

　　　鶏ひき肉…３００ｇ　　卵…1個　　生姜汁…少々
Ａ　　みりん…大さじ１　　塩…小さじ1/4
　　　片栗粉…大さじ１
里芋…小８個　　生しいたけ…６枚　　こんにゃく…1枚
長葱…1本　　かぶ…３個　　ごぼう…1本
人参…中1本　　みつば…適量

Ｂ
　　だし汁…６カップ　　醤油…大さじ１

　　　　酒…1００㏄　　味噌…大さじ４
白ごま、ゆず、七味唐辛子…適量

12月２７日、農業に従事している

女性約３０名が一堂に会し、

交流を深めました。

午前は手作りドレッシング作り等、

午後は新年に華やかさを

添える生け花に挑戦しました。

あなたと行政とをむすぶ“情報誌”
ま　ち

あなたと行政とをむすぶ“情報誌”
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◆国民健康保険税10期

◆町県民税４期
※納税は便利な口座振替がおすすめです！

町 の 人 口（12月31日現在）

世帯数

（前月比）

人　口

（前月比）

人

4,175
＋ 5

12,142
－ 4

世帯
今 月 の 納 税今 月 の 納 税

～みどりを愛す

　　　　女性のつどい～

～みどりを愛す

　　　　女性のつどい～
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田上レンジャー
（田上町食育推進キャラクター）

子どもたちも手伝っ
ておいしい料理を作
ろう！　ももねより

作り方 ①ボウルにAを入れて粘りがでるまでよく混ぜる。
②里芋は1㎝幅、しいたけは半分、長葱は３㎝長さに切る。
　　人参は乱切り、かぶは、茎を1㎝ほど残して皮をむき縦
　　４等分のくし形に切る。ごぼうは、ささがきにして水に
　　さらす。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
③こんにゃくは、一口大にスプーンでちぎり下茹でする。
④鍋にBを入れて、強火で煮立て、ひき肉だねをスプーン
　　ですくって入れる。準備した材料をかたいものから順に
　　入れ、煮立ったら弱火にしてアクを取り、10分程煮る。
⑤味噌を溶き入れ、みつばを散らし、好みで、ごま、ゆず、
　　七味唐辛子をのせていただく。
※野菜は、その時にあるもの（小松菜、春菊、白菜、玉葱、
　　じゃが芋など）なんでもOKです。

材料
（6人分）

★鶏だんごのみそ鍋

レンコン…２００ｇ　　ちりめんじゃこ…３０ｇ
梅干し…1～２個
ごま油…大さじ1　　酒…５０㏄　　すりごま…大さじ２

作り方 ①レンコンを４つに割り、薄くスライスする。
②フライパンにごま油とちりめんじゃこを入れ、炒める。
　　次にレンコンと梅干しを入れる。酒を回し入れ、火加
　　減に注意しながら、フタをして蒸し煮する。
③レンコンに火が通ったら、梅干しをつぶして広げ、仕
　　上げにすりごまを入れ、軽く和える。

材料
（４～６人分）

★しゃきしゃき梅じゃこレンコン

町民懇談会開催町民懇談会開催町民懇談会開催

　〒959-1503　田上町大字原ヶ崎新田3070番地

　田上町役場総務課   57-6222

　メールアドレス　t2223@town.tagami.niigata.jp

■投稿記事あて先／

　12月18日、町内３か所（コミュニティセンター、保健福祉センタ

ー、老人福祉センター）で、町民懇談会を開催しました。今後５

年間のまちづくりの方針である『第５次総合計画後期基本計画』

素案についての説明を行い、多くの方からご意見、ご質問をいた

だきました。人口減少対策の考え方や具体的な事業計画、空き家

の活用に関する意見などもありました。今後は、いただいた意見

も参考に後期基本計画の策定作業を進めてまいります。
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お手軽野菜レシピお手軽野菜レシピお手軽野菜レシピ

みんなで取り組もう！ 田上の食育

子育て応援

役場保健福祉課 ☎57-6112
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鶏だんごのみそ鍋

しゃきしゃき
梅じゃこレンコン

　中店地区食推のおすすめ料理を紹介します。

　主菜（肉）と副菜（野菜）が一緒にとれて、メイン料理にもなる「鶏だんご

のみそ鍋」と、小魚がとれて、作り置きにも重宝する「しゃきしゃき梅じゃこ

レンコン」です。献立に迷ったらぜひ作ってみて下さい。



　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
各
地
区
の
区
長
の
皆
様

を
中
心
に
、
町
の
事
業
の
推
進
そ
し
て

各
地
区
行
事
の
実
施
に
当
り
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
改
め
て
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
も
、
全
国
的
に
は
自
然
災
害
が

多
く
発
生
し
ま
し
た
。
幸
い
、
町
で
は

大
規
模
災
害
は
な
く
、
平
穏
な
一
年
で

あ
り
ま
し
た
。
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、
町

内
の
全
地
区
で
自
主
防
災
組
織
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
町
に
と
っ
て
も
大
変
あ

り
が
た
い
事
で
す
。
ま
た
、
「
災
害
は

忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来
る
」
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
各
地
区
に
お
い
て
自
主

防
災
組
織
に
よ
る
、
避
難
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
は
災
害
発
生
時

に
お
け
る
「
自
助
」・「
共
助
」
の
訓
練

に
も
な
っ
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
災
害

発
生
時
は
「
公
助
」
と
し
て
、
町
の
責

任
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
は
全

国
の
市
町
村
の
第
一
の
使
命
で
あ
り
ま

す
。「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
の

た
め
に
、
自
然
災
害
対
策
、
交
通
事
故

対
策
や
道
路
整
備
な
ど
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
中
で
も
、
道
路
整
備
関
連
は
区

長
の
皆
様
か
ら
の
地
区
要
望
の
大
半
と

な
っ
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
は
、
全
町

を
見
渡
し
平
等
に
工
事
に
着
手
し
て
い

く
事
を
第
一
に
、
緊
急
性
も
考
慮
し
対

応
し
て
い
ま
す
。
出
来
る
だ
け
要
望
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
今
年
も
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
町
が
計
画
し
て
い
る
「
道
の
駅
」
構

想
が
、
平
成
28
年
１
月
27
日
に
国
土
交

通
大
臣
か
ら
重
点
道
の
駅
に
正
式
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
田
上
町
の
「
重
点
道

の
駅
」
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与

す
る
た
め
の
機
能
を
備
え
る
と
共
に
、

交
流
の
中
心
と
な
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

全
国
38
か
所
の
一
つ
と
し
て
選
ば
れ
た

も
の
で
す
。

　
道
の
駅
周
辺
の
エ
リ
ア
は
、
「
道
の

駅
」
と
同
時
に
建
設
し
ま
す
（
仮
称
）

地
域
交
流
会
館
、
そ
し
て
役
場
庁
舎
、

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
土
地
改
良

区
会
館
、
商
工
会
館
、
こ
れ
か
ら
移
転

が
予
定
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ａ
に
い
が
た
南

蒲
田
上
支
店
と
田
上
町
の
ま
さ
に
中
心

と
な
る
エ
リ
ア
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

公
共
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
を
集
約
し
た
全

国
的
に
も
珍
し
い
「
道
の
駅
」
と
な
り

ま
す
。
国
が
現
在
考
え
て
い
る
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
構
想
と
も
符
合
す
る

〝新

し
い
ま
ち
づ
く
り〟

に
な
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
国
か
ら
い
く
つ
か
の

指
摘
に
対
し
て
、
町
の
基
本
的
な
考
え

方
を
昨
年
11
月
に
国
土
交
通
省
に
出
向

き
説
明
し
た
結
果
、
ほ
ぼ
全
て
の
課
題

が
ク
リ
ア
さ
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
、
今
年
か
ら

工
事
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。

　
竹
の
友
幼
児
園
で
の
３
年
間
（
３
才

～
５
才
）
、
小
学
校
で
の
６
年
間
、
そ

し
て
中
学
校
で
の
３
年
間
の
12
か
年
教

育
が
ス
タ
ー
ト
し
て
４
月
で
７
年
目
と

な
り
ま
す
。
町
の
教
育
の
一
貫
性
を
目

指
し
、
教
師
間
の
連
携
を
築
き
、
「
田

上
の
子
ど
も
は
田
上
で
育
て
る
」
を
テ

ー
マ
に
田
上
の
子
ど
も
た
ち
を
い
き
い

き
と
し
た
自
主
性
に
満
ち
た
児
童
、
生

徒
へ
と
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
教

育
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
他

市
町
村
の
小
中
一
貫
教
育
に
負
け
な
い

体
制
づ
く
り
、
教
育
内
容
の
精
選
に
努

力
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
町
の
12
か

年
教
育
は
県
内
の
教
育
界
で
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
12
か
年
教
育
の
成
果
等
に

つ
い
て
、
中
間
の
ま
と
め
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
一
端

を
担
っ
て
い
る
家
庭
、
地
域
も
学
校
と

一
緒
に
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
の
後
半
に

田
上
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の

事
業
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の
導
入
に
よ
り
、
学

校
、
家
庭
そ
し
て
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
、
田
上
の
子
ど
も
た
ち
を
田
上
で
育

て
る
大
き
な
一
歩
と
な
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
田
上
町
に
と
っ
て
大
き
な

ハ
ー
ド
事
業
（
道
の
駅
）
と
ソ
フ
ト
事

業
（
学
校
教
育
）
の
両
面
で
全
力
を
尽

く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を

祈
念
致
し
ま
し
て
年
頭
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

年
頭
の
あ
い
さ
つ

    

　
　
　
　田
上
町
長

　佐
藤

　邦
義

（
仮
称
）地
域
交
流
会
館
と

　　　　　　「
道
の
駅
」の
工
事

「
教
育
の
ま
ち
」を

　　　　　　　　　め
ざ
し
て
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。
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し
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災
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「
備
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組
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が
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大
変
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い
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。
ま
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、
「
災
害
は

忘
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頃
に
や
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て
来
る
」
と
も
言
わ
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て
い
ま
す
。
各
地
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に
お
い
て
自
主
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災
組
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に
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、
避
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訓
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実
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災
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発
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時
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る
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、
災
害

発
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「
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と
し
て
、
町
の
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で
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応
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「
安
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く
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あ
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仮
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会
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、
こ
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さ
に
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心

と
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る
エ
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と
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り
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。
そ
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、
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、
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い
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国
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る
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も
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す
る

〝新

し
い
ま
ち
づ
く
り〟

に
な
っ
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
国
か
ら
い
く
つ
か
の

指
摘
に
対
し
て
、
町
の
基
本
的
な
考
え

方
を
昨
年
11
月
に
国
土
交
通
省
に
出
向

き
説
明
し
た
結
果
、
ほ
ぼ
全
て
の
課
題

が
ク
リ
ア
さ
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
、
今
年
か
ら

工
事
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。

　
竹
の
友
幼
児
園
で
の
３
年
間
（
３
才

～
５
才
）
、
小
学
校
で
の
６
年
間
、
そ

し
て
中
学
校
で
の
３
年
間
の
12
か
年
教

育
が
ス
タ
ー
ト
し
て
４
月
で
７
年
目
と

な
り
ま
す
。
町
の
教
育
の
一
貫
性
を
目

指
し
、
教
師
間
の
連
携
を
築
き
、
「
田

上
の
子
ど
も
は
田
上
で
育
て
る
」
を
テ

ー
マ
に
田
上
の
子
ど
も
た
ち
を
い
き
い

き
と
し
た
自
主
性
に
満
ち
た
児
童
、
生

徒
へ
と
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
教

育
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
他

市
町
村
の
小
中
一
貫
教
育
に
負
け
な
い

体
制
づ
く
り
、
教
育
内
容
の
精
選
に
努

力
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
町
の
12
か

年
教
育
は
県
内
の
教
育
界
で
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
12
か
年
教
育
の
成
果
等
に

つ
い
て
、
中
間
の
ま
と
め
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
一
端

を
担
っ
て
い
る
家
庭
、
地
域
も
学
校
と

一
緒
に
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
の
後
半
に

田
上
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の

事
業
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の
導
入
に
よ
り
、
学

校
、
家
庭
そ
し
て
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
、
田
上
の
子
ど
も
た
ち
を
田
上
で
育

て
る
大
き
な
一
歩
と
な
る
も
の
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
田
上
町
に
と
っ
て
大
き
な

ハ
ー
ド
事
業
（
道
の
駅
）
と
ソ
フ
ト
事

業
（
学
校
教
育
）
の
両
面
で
全
力
を
尽

く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
良
い
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を

祈
念
致
し
ま
し
て
年
頭
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

年
頭
の
あ
い
さ
つ

    

　
　
　
　田
上
町
長

　佐
藤

　邦
義

（
仮
称
）地
域
交
流
会
館
と

　　　　　　「
道
の
駅
」の
工
事

「
教
育
の
ま
ち
」を

　　　　　　　　　め
ざ
し
て
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有
料
広
告

▼
田
上
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

▽
丸
山
敬
氏
の
任
命
が
同
意
さ
れ
ま

　
し
た
。
（
任
期
３
年
）

▼
田
上
町
農
業
委
員
会
の
委
員
等
の

　定
数
に
関
す
る
条
例
の
制
定

▼
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

　の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

　条
例
の
一
部
改
正

▽
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の

　
改
正
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
の
委

　
員
と
新
た
に
農
業
委
員
会
に
設
置

　
す
る
こ
と
と
な
っ
た
農
地
利
用
最

　
適
化
推
進
委
員
の
定
数
を
条
例
で

　
定
め
る
必
要
が
あ
り
、
制
定
し
ま

　
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報
酬

　
に
つ
い
て
定
め
ま
し
た
。

▼
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

　弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

　正
▼
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

　条
例
の
一
部
改
正

▽
国
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、
特
別

　
職
の
期
末
手
当
の
支
給
額
を
０
・

　
１
ヶ
月
分
引
き
上
げ
、
年
間
３
・

　
２
ヶ
月
に
改
定
し
ま
し
た
。

▼
田
上
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

　与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条

　例
の
一
部
改
正

▽
国
の
給
与
規
定
に
準
じ
て
、
教
育

　
長
の
平
成
28
年
12
月
の
期
末
手
当

　
の
支
給
額
を
０
・
１
ヶ
月
分
引
き

　
上
げ
、
１
・
７
ヶ
月
分
に
改
正
し

　
ま
し
た
。

▼
田
上
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　例
の
一
部
改
正

▽
新
潟
県
人
事
委
員
会
勧
告
及
び
人

　
事
院
勧
告
に
伴
い
、
一
般
職
の
給

　
与
、
勤
勉
手
当
及
び
扶
養
手
当
等

　
を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
田
上
町
税
条
例
の
一
部
改
正

▼
田
上
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　一
部
改
正

▽
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

　
法
律
等
の
施
行
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

　
れ
の
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
田
上
町
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に

　関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▽
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
現

　
在
、
高
校
生
に
つ
い
て
は
入
院
の

　
み
を
助
成
の
対
象
と
し
て
い
ま
す

　
が
、
通
院
に
つ
い
て
も
医
療
費
助

　
成
の
対
象
と
な
る
よ
う
改
正
し
ま

　
し
た
。
（
平
成
29
年
４
月
１
日
よ

　
り
施
行
）

▼
平
成
28
年
度
田
上
町
一
般
会
計
補

　正
予
算
（
第
４
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
５
９
２
４
万
１
千

　
円
を
増
額
し
、
総
額
を
46
億
３
６

　
３
７
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

　
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
の
当
初

予
算
は
、
44
億
３
８
０
０
万
円
で
し

た
。
そ
の
後
の
補
正
と
今
回
の
補
正

を
合
計
す
る
と
総
額
は
前
述
の
金
額

と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
国
民
健
康
保
険
基
盤

安
定
に
係
る
国
費
と
県
費
負
担
金
の

増
額
や
、
国
庫
支
出
金
に
お
い
て
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
連
し
た
シ
ス
テ
ム

整
備
費
に
係
る
補
助
金
の
増
額
、
臨

時
福
祉
給
付
金
事
業
に
係
る
補
助
金

の
追
加
な
ど
。県
支
出
金
に
お
い
て
、

水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
事
業
費
補

助
金
の
追
加
な
ど
。

　
歳
出
で
は
、
特
別
職
を
含
め
た
職

員
の
給
与
改
定
に
伴
う
関
連
経
費
の

増
額
。
そ
の
他
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
整
備
委
託
料
の

増
額
、
保
険
基
盤
安
定
の
た
め
の
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

の
増
額
、
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事

業
に
係
る
関
連
経
費
の
増
額
、
水
田

農
業
構
造
改
革
対
策
事
業
に
係
る
経

営
転
換
の
協
力
者
に
対
す
る
交
付
金

の
追
加
、
社
会
資
本
総
合
整
備
交
付

金
事
業
の
事
業
費
の
確
定
等
に
伴
う

予
算
の
組
み
替
え
な
ど
。

▽
債
務
負
担
行
為
補
正
で
平
成
28
年

　
度
か
ら
平
成
33
年
度
ま
で
の
期
間

　
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
係
る
コ

　
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
情
報
系
サ
ー
バ
の

　
リ
ー
ス
料
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
下
水
道
事
業
特
別

　会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
に
９
万
５
千
円
を

　
減
額
し
、
総
額
を
５
億
１
５
８
８

　
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

　
一
般
会
計
同
様
、
職
員
の
給
与
改

定
に
伴
う
関
連
経
費
等
の
増
額
と
と

も
に
、
公
債
費
に
お
い
て
平
成
17
年

度
借
入
れ
の
平
準
化
債
の
利
率
見
直

し
に
伴
う
減
額
な
ど
。

▼
同
年
度
田
上
町
国
民
健
康
保
険
特

　別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
１
１
０
０
万
４
千

　
円
を
増
額
し
、
総
額
を
16
億
１
５

　
９
３
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
【
主
な
内
容
】

　
歳
入
で
は
基
盤
安
定
負
担
金
の
申

請
等
に
伴
う
一
般
会
計
か
ら
の
繰
越

金
の
増
額
。
歳
出
で
は
、
保
険
給
付

費
に
お
い
て
一
般
被
保
険
者
高
額
医

療
費
、
保
険
事
業
費
に
お
い
て
人
間

ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
受
診
者
の
補

助
、
諸
支
出
金
に
お
い
て
過
年
度
分

の
保
険
税
還
付
金
な
ど
の
不
足
に
よ

る
増
額
な
ど
。

▼
同
年
度
田
上
町
訪
問
看
護
事
業
特

　別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
16
万
１
千
円
を
増

　
額
し
、
総
額
を
４
１
６
６
万
１
千

　
円
と
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

　
職
員
の
給
与
改
定
に
伴
う
関
連
経

費
等
の
増
額
な
ど
。

▼
同
年
度
田
上
町
介
護
保
険
特
別
会

　計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
２
８
３
万
６
千
円

　
を
増
額
し
、
総
額
を
13
億
３
９
７

　
０
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

　
歳
出
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
の

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に

向
け
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
調

査
の
実
施
に
向
け
た
委
託
料
の
追
加

や
医
療
費
と
介
護
費
用
の
合
算
に
よ

る
高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
追
加
な
ど
。

▼
同
年
度
田
上
町
水
道
事
業
会
計
補

　正
予
算
（
第
２
号
）

▽
収
益
的
支
出
の
予
定
額
を
12
万
８

　
千
円
増
額
し
、
２
億
６
２
８
４
万

　
４
千
円
と
し
、
資
本
的
支
出
を
55

　
万
９
千
円
増
額
し
１
億
５
７
８
２

　
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

　
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
流
用

　
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
経
費
と
し

　
て
、
職
員
給
与
費
の
２
２
２
６
万

　
６
千
円
を
流
用
で
き
な
い
経
費
と

　
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

　
職
員
の
給
与
改
定
に
伴
う
関
連
経

費
等
の
追
加
や
住
宅
建
築
に
伴
う
配

水
設
備
費
に
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
に
よ
る
増
額
な
ど
。

▼
新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を

　組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

　減
少
及
び
新
潟
県
市
町
村
総
合
事

　務
組
合
規
約
の
変
更

▽
新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
に

　
加
入
し
て
い
る
新
井
頸
南
広
域
行

　
政
組
合
が
平
成
29
年
３
月
末
日
を

　
も
っ
て
解
散
し
、
新
潟
県
市
町
村

　
総
合
事
務
組
合
か
ら
脱
退
す
る
こ

　
と
と
な
っ
た
た
め
、
規
約
を
変
更

　
し
ま
し
た
。

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正に

より、新制度においては教育長と教育委員長の両者を

一本化した新たな責任者である教育長を配置すること

となり、丸山敬氏が教育長に就任しました。

【略歴】

　新潟大学理学部物理学科卒業後、

　県内各地で教諭、教頭、校長を歴任。

　平成12年４月　新潟県立長岡高等学校校長

　平成17年４月　加茂暁星高等学校副校長を

　経て平成20年12月20日より田上町教育委員

　会委員を務める。

教育長 丸山 敬 氏 就任 平成28年

第７回 田上町議会定例会
平成28年

第７回 田上町議会定例会

　12月13日、第７回町議会定例会が招集され、12月20日までの会期で開催されました。提案した議案は

合計17議案で、所管の常任委員会に付託審議され、いずれも原案どおり可決されました。

規
約
の
変
更

条
例
の
制
定
、一
部
改
正

補

正

予

算

人

　
　
　
　
事
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有
料
広
告

▼
田
上
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

▽
丸
山
敬
氏
の
任
命
が
同
意
さ
れ
ま

　
し
た
。
（
任
期
３
年
）

▼
田
上
町
農
業
委
員
会
の
委
員
等
の

　定
数
に
関
す
る
条
例
の
制
定

▼
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

　の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

　条
例
の
一
部
改
正

▽
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の

　
改
正
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
の
委

　
員
と
新
た
に
農
業
委
員
会
に
設
置

　
す
る
こ
と
と
な
っ
た
農
地
利
用
最

　
適
化
推
進
委
員
の
定
数
を
条
例
で

　
定
め
る
必
要
が
あ
り
、
制
定
し
ま

　
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
報
酬

　
に
つ
い
て
定
め
ま
し
た
。

▼
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用

　弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

　正
▼
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

　条
例
の
一
部
改
正

▽
国
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、
特
別

　
職
の
期
末
手
当
の
支
給
額
を
０
・

　
１
ヶ
月
分
引
き
上
げ
、
年
間
３
・

　
２
ヶ
月
に
改
定
し
ま
し
た
。

▼
田
上
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

　与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条

　例
の
一
部
改
正

▽
国
の
給
与
規
定
に
準
じ
て
、
教
育

　
長
の
平
成
28
年
12
月
の
期
末
手
当

　
の
支
給
額
を
０
・
１
ヶ
月
分
引
き

　
上
げ
、
１
・
７
ヶ
月
分
に
改
正
し

　
ま
し
た
。

▼
田
上
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　例
の
一
部
改
正

▽
新
潟
県
人
事
委
員
会
勧
告
及
び
人

　
事
院
勧
告
に
伴
い
、
一
般
職
の
給

　
与
、
勤
勉
手
当
及
び
扶
養
手
当
等

　
を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
田
上
町
税
条
例
の
一
部
改
正

▼
田
上
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　一
部
改
正

▽
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

　
法
律
等
の
施
行
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

　
れ
の
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

▼
田
上
町
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に

　関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

▽
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
現

　
在
、
高
校
生
に
つ
い
て
は
入
院
の

　
み
を
助
成
の
対
象
と
し
て
い
ま
す

　
が
、
通
院
に
つ
い
て
も
医
療
費
助

　
成
の
対
象
と
な
る
よ
う
改
正
し
ま

　
し
た
。
（
平
成
29
年
４
月
１
日
よ

　
り
施
行
）

▼
平
成
28
年
度
田
上
町
一
般
会
計
補

　正
予
算
（
第
４
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
５
９
２
４
万
１
千

　
円
を
増
額
し
、
総
額
を
46
億
３
６

　
３
７
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

　
平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
の
当
初

予
算
は
、
44
億
３
８
０
０
万
円
で
し

た
。
そ
の
後
の
補
正
と
今
回
の
補
正

を
合
計
す
る
と
総
額
は
前
述
の
金
額

と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
、
国
民
健
康
保
険
基
盤

安
定
に
係
る
国
費
と
県
費
負
担
金
の

増
額
や
、
国
庫
支
出
金
に
お
い
て
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
連
し
た
シ
ス
テ
ム

整
備
費
に
係
る
補
助
金
の
増
額
、
臨

時
福
祉
給
付
金
事
業
に
係
る
補
助
金

の
追
加
な
ど
。県
支
出
金
に
お
い
て
、

水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
事
業
費
補

助
金
の
追
加
な
ど
。

　
歳
出
で
は
、
特
別
職
を
含
め
た
職

員
の
給
与
改
定
に
伴
う
関
連
経
費
の

増
額
。
そ
の
他
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
整
備
委
託
料
の

増
額
、
保
険
基
盤
安
定
の
た
め
の
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

の
増
額
、
臨
時
福
祉
給
付
金
支
給
事

業
に
係
る
関
連
経
費
の
増
額
、
水
田

農
業
構
造
改
革
対
策
事
業
に
係
る
経

営
転
換
の
協
力
者
に
対
す
る
交
付
金

の
追
加
、
社
会
資
本
総
合
整
備
交
付

金
事
業
の
事
業
費
の
確
定
等
に
伴
う

予
算
の
組
み
替
え
な
ど
。

▽
債
務
負
担
行
為
補
正
で
平
成
28
年

　
度
か
ら
平
成
33
年
度
ま
で
の
期
間

　
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
係
る
コ

　
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
情
報
系
サ
ー
バ
の

　
リ
ー
ス
料
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

▼
同
年
度
田
上
町
下
水
道
事
業
特
別

　会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
に
９
万
５
千
円
を

　
減
額
し
、
総
額
を
５
億
１
５
８
８

　
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

　
一
般
会
計
同
様
、
職
員
の
給
与
改

定
に
伴
う
関
連
経
費
等
の
増
額
と
と

も
に
、
公
債
費
に
お
い
て
平
成
17
年

度
借
入
れ
の
平
準
化
債
の
利
率
見
直

し
に
伴
う
減
額
な
ど
。

▼
同
年
度
田
上
町
国
民
健
康
保
険
特

　別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
１
１
０
０
万
４
千

　
円
を
増
額
し
、
総
額
を
16
億
１
５

　
９
３
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
【
主
な
内
容
】

　
歳
入
で
は
基
盤
安
定
負
担
金
の
申

請
等
に
伴
う
一
般
会
計
か
ら
の
繰
越

金
の
増
額
。
歳
出
で
は
、
保
険
給
付

費
に
お
い
て
一
般
被
保
険
者
高
額
医

療
費
、
保
険
事
業
費
に
お
い
て
人
間

ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク
受
診
者
の
補

助
、
諸
支
出
金
に
お
い
て
過
年
度
分

の
保
険
税
還
付
金
な
ど
の
不
足
に
よ

る
増
額
な
ど
。

▼
同
年
度
田
上
町
訪
問
看
護
事
業
特

　別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
16
万
１
千
円
を
増

　
額
し
、
総
額
を
４
１
６
６
万
１
千

　
円
と
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

　
職
員
の
給
与
改
定
に
伴
う
関
連
経

費
等
の
増
額
な
ど
。

▼
同
年
度
田
上
町
介
護
保
険
特
別
会

　計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
歳
入
歳
出
と
も
２
８
３
万
６
千
円

　
を
増
額
し
、
総
額
を
13
億
３
９
７

　
０
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

　
歳
出
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
の

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
に

向
け
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
調

査
の
実
施
に
向
け
た
委
託
料
の
追
加

や
医
療
費
と
介
護
費
用
の
合
算
に
よ

る
高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
追
加
な
ど
。

▼
同
年
度
田
上
町
水
道
事
業
会
計
補

　正
予
算
（
第
２
号
）

▽
収
益
的
支
出
の
予
定
額
を
12
万
８

　
千
円
増
額
し
、
２
億
６
２
８
４
万

　
４
千
円
と
し
、
資
本
的
支
出
を
55

　
万
９
千
円
増
額
し
１
億
５
７
８
２

　
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

　
議
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
流
用

　
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
経
費
と
し

　
て
、
職
員
給
与
費
の
２
２
２
６
万

　
６
千
円
を
流
用
で
き
な
い
経
費
と

　
し
ま
し
た
。

【
主
な
内
容
】

　
職
員
の
給
与
改
定
に
伴
う
関
連
経

費
等
の
追
加
や
住
宅
建
築
に
伴
う
配

水
設
備
費
に
不
足
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
に
よ
る
増
額
な
ど
。

▼
新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を

　組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

　減
少
及
び
新
潟
県
市
町
村
総
合
事

　務
組
合
規
約
の
変
更

▽
新
潟
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
に

　
加
入
し
て
い
る
新
井
頸
南
広
域
行

　
政
組
合
が
平
成
29
年
３
月
末
日
を

　
も
っ
て
解
散
し
、
新
潟
県
市
町
村

　
総
合
事
務
組
合
か
ら
脱
退
す
る
こ

　
と
と
な
っ
た
た
め
、
規
約
を
変
更

　
し
ま
し
た
。

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正に

より、新制度においては教育長と教育委員長の両者を

一本化した新たな責任者である教育長を配置すること

となり、丸山敬氏が教育長に就任しました。

【略歴】

　新潟大学理学部物理学科卒業後、

　県内各地で教諭、教頭、校長を歴任。

　平成12年４月　新潟県立長岡高等学校校長

　平成17年４月　加茂暁星高等学校副校長を

　経て平成20年12月20日より田上町教育委員

　会委員を務める。

教育長 丸山 敬 氏 就任 平成28年

第７回 田上町議会定例会
平成28年

第７回 田上町議会定例会

　12月13日、第７回町議会定例会が招集され、12月20日までの会期で開催されました。提案した議案は

合計17議案で、所管の常任委員会に付託審議され、いずれも原案どおり可決されました。

規
約
の
変
更

条
例
の
制
定
、一
部
改
正

補

正

予

算

人

　
　
　
　
事
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問い合わせ：役場町民課税務係　57－6115

町税に関する個人番号（マイナンバー）・法人番号について町税に関する個人番号（マイナンバー）・法人番号について町税に関する個人番号（マイナンバー）・法人番号について
　平成28年１月より、マイナンバー制度が導入されたことに伴い、申請・申告・届出等の手続きにお

いて個人番号・法人番号の記載が必要となります。

　また、個人番号を記載した書類を提出する場合、番号確認と身元確認を行うため、下記書類の提

示又は写しの添付が必要となります（法人番号を記載した場合は不要）。

　なお、番号確認、身元確認ができない場合、申請・申告・届出等の受付けができないことがあり

ますのでご注意ください。

　詳細は、田上町HPの「暮らしの情報 / 税金」

　(http://www.town.tagami.niigata.jp/living/ze/index.html) からご覧ください。

問い合わせ：三条税務署　32－6211（自動音声案内）

確定申告会場を開設します！！住民税申告会場を開設します！！ 確定申告会場を開設します！！

○開設期間　２月16日（木）～３月15日（水）
　　　　　　（土・日曜日は開設していません）
○受付時間　午前９時～午後４時
○場　　所　リサーチコア６階　研修室１、２、３
　　　　　　三条市須頃１丁目17番地（燕三条地場産業振興センター）

※上記期間中、三条税務署庁舎では申告相談は行っておらず、作成済確定申告書の提出の受付及び確定

　　申告書用紙の配布のみ行っています。

※会場の混雑状況により早めに受付を締め切る場合があります。

住民税申告会場を開設します！！

○開設期間　２月16日（木）～３月15日（水）
　　　　　　（土・日曜日は開設していません）
○受付時間　午前８時45分～午前11時30分
　　　　　　午後１時～午後４時30分
○場　　所　役場１階多目的会議室（役場正面入口より右手奥）

※所得税及び復興特別所得税の確定申告も役場会場で受け付けることができますが、下記の内容を含む

　　申告はリサーチコア会場をご利用ください。

　　・青色申告　　　・住宅に関する控除　　　・不動産、株式等の譲渡所得等

※会場の混雑状況により早めに受付を締め切る場合があります。

　社会保障・税・災害対策分野において、行政手続の効率性・透明性を高め、国民にとって利

便性の高い公平・公正な社会を実現することを目的として、社会保障・税番号（マイナンバー）

制度が導入されました。

　平成28年分以降の所得税及び復興特別所得税や贈与税の申告書の提出の際には、

　・マイナンバー（12桁）の記載が必要です！

　・本人確認書類の提示又は写しの添付が必要です！

【本人確認（番号確認及び身元確認）を行うときに使用する書類の例】

　例１　個人番号カード（番号確認・身元確認）

　例２　通知カード（番号確認）＋運転免許証、健康保険の被保険者証など（身元確認）

　※控除対象配偶者及び扶養親族の方の本人確認書類の提示又は写しの添付は不要です。

社会保障・税番号（マイナンバー）制度の導入について

　確定申告書や住民税申告書等の用紙類を２月１日(水)から町民課前に準備する予定です。

必要な方はお持ち帰りいただき、申告期限の３月15日(水)までに提出をお願いします。なお、

町民課での申告書の受け取りは、２月16日(木)から行います。

※町民課窓口では作成済の申告書の受け取りのみ行っております。申告についてご相談のあ

　る方は、必ず申告会場へお越しください。

確定申告書・住民税申告書用紙類の準備について

お　知　ら　せお　知　ら　せ

　自宅にパソコンやインターネット環境等のある方は、「確定申告書等作成コーナー」から、

申告書等のデータを印刷して「書面での提出」や「e-Tax」を利用した申告をすることができ

ます。これらを利用すると、

　１．申告会場に出向く必要がありません！

　　　申告書等を印刷し、郵送等により税務署に提出することができます。

　　　またe-Taxを利用して送信することもできます。

　２．いつでも利用可能！

　　　確定申告期間中は、24時間いつでもご利用になれます。

　３．自動計算機能があります！

　　　毎年の税制改正に対応した申告書等を作成することができます。

　４．前年データの利用可能！

　　　申告書等のデータを保存しておけば、翌年の申告でも利用できます。

確定申告書は、国税庁HP（http://www.nta.go.jp）の「確定申告書等作成コーナー」
で作成できます！

お　知　ら　せお　知　ら　せ

※代理人が提出する場合は、委任者の番号確認書類、代理人の身元確認書類、委任状の提示又は写しの添付が必要です。

番号確認書類
＋

身元確認書類
個人番号カード（表面）

運転免許証
パスポート等

個人番号カード（裏面）
通知カード
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問い合わせ：役場町民課税務係　57－6115

町税に関する個人番号（マイナンバー）・法人番号について町税に関する個人番号（マイナンバー）・法人番号について町税に関する個人番号（マイナンバー）・法人番号について
　平成28年１月より、マイナンバー制度が導入されたことに伴い、申請・申告・届出等の手続きにお

いて個人番号・法人番号の記載が必要となります。

　また、個人番号を記載した書類を提出する場合、番号確認と身元確認を行うため、下記書類の提

示又は写しの添付が必要となります（法人番号を記載した場合は不要）。

　なお、番号確認、身元確認ができない場合、申請・申告・届出等の受付けができないことがあり

ますのでご注意ください。

　詳細は、田上町HPの「暮らしの情報 / 税金」

　(http://www.town.tagami.niigata.jp/living/ze/index.html) からご覧ください。

問い合わせ：三条税務署　32－6211（自動音声案内）

確定申告会場を開設します！！住民税申告会場を開設します！！ 確定申告会場を開設します！！

○開設期間　２月16日（木）～３月15日（水）
　　　　　　（土・日曜日は開設していません）
○受付時間　午前９時～午後４時
○場　　所　リサーチコア６階　研修室１、２、３
　　　　　　三条市須頃１丁目17番地（燕三条地場産業振興センター）

※上記期間中、三条税務署庁舎では申告相談は行っておらず、作成済確定申告書の提出の受付及び確定

　　申告書用紙の配布のみ行っています。

※会場の混雑状況により早めに受付を締め切る場合があります。

住民税申告会場を開設します！！

○開設期間　２月16日（木）～３月15日（水）
　　　　　　（土・日曜日は開設していません）
○受付時間　午前８時45分～午前11時30分
　　　　　　午後１時～午後４時30分
○場　　所　役場１階多目的会議室（役場正面入口より右手奥）

※所得税及び復興特別所得税の確定申告も役場会場で受け付けることができますが、下記の内容を含む

　　申告はリサーチコア会場をご利用ください。

　　・青色申告　　　・住宅に関する控除　　　・不動産、株式等の譲渡所得等

※会場の混雑状況により早めに受付を締め切る場合があります。

　社会保障・税・災害対策分野において、行政手続の効率性・透明性を高め、国民にとって利

便性の高い公平・公正な社会を実現することを目的として、社会保障・税番号（マイナンバー）

制度が導入されました。

　平成28年分以降の所得税及び復興特別所得税や贈与税の申告書の提出の際には、

　・マイナンバー（12桁）の記載が必要です！

　・本人確認書類の提示又は写しの添付が必要です！

【本人確認（番号確認及び身元確認）を行うときに使用する書類の例】

　例１　個人番号カード（番号確認・身元確認）

　例２　通知カード（番号確認）＋運転免許証、健康保険の被保険者証など（身元確認）

　※控除対象配偶者及び扶養親族の方の本人確認書類の提示又は写しの添付は不要です。

社会保障・税番号（マイナンバー）制度の導入について

　確定申告書や住民税申告書等の用紙類を２月１日(水)から町民課前に準備する予定です。

必要な方はお持ち帰りいただき、申告期限の３月15日(水)までに提出をお願いします。なお、

町民課での申告書の受け取りは、２月16日(木)から行います。

※町民課窓口では作成済の申告書の受け取りのみ行っております。申告についてご相談のあ

　る方は、必ず申告会場へお越しください。

確定申告書・住民税申告書用紙類の準備について

お　知　ら　せお　知　ら　せ

　自宅にパソコンやインターネット環境等のある方は、「確定申告書等作成コーナー」から、

申告書等のデータを印刷して「書面での提出」や「e-Tax」を利用した申告をすることができ

ます。これらを利用すると、

　１．申告会場に出向く必要がありません！

　　　申告書等を印刷し、郵送等により税務署に提出することができます。

　　　またe-Taxを利用して送信することもできます。

　２．いつでも利用可能！

　　　確定申告期間中は、24時間いつでもご利用になれます。

　３．自動計算機能があります！

　　　毎年の税制改正に対応した申告書等を作成することができます。

　４．前年データの利用可能！

　　　申告書等のデータを保存しておけば、翌年の申告でも利用できます。

確定申告書は、国税庁HP（http://www.nta.go.jp）の「確定申告書等作成コーナー」
で作成できます！

お　知　ら　せお　知　ら　せ

※代理人が提出する場合は、委任者の番号確認書類、代理人の身元確認書類、委任状の提示又は写しの添付が必要です。

番号確認書類
＋

身元確認書類
個人番号カード（表面）

運転免許証
パスポート等

個人番号カード（裏面）
通知カード
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田上町ロビーコンサート

平成２８年度田上町表彰式

田上町ロビーコンサート
　12月16日、役場１階ロビーにて上田修

平さんによるアコースティックギターの

コンサートが行われました。親しみのあ

るクリスマスソングなどが演奏され、会

場は素敵な音色に包まれました。

青色回転灯町内防犯パトロール

平成２８年度田上町表彰式

　12月９日、警察や各教育機関、町防犯協会とともに町内の一斉パトロールが実施されました。有志に

より地域の安全安心のために行われている青色回転灯防犯パトロールの活動が満10年を迎え、現在14名

のパトロール隊員が活動を行っています。

　町では、永年にわたり町の発展のために貢献

された方々を表彰しています。12月13日、役場

３階の議場において今年度の表彰式が行われ、

佐藤町長より表彰状と記念品が手渡されました。

【善行表彰】

　五　幣　　　巖さん（羽生田）

　　平成13年より、田上郷土地改良区理事・理

　　事長代理を務め、永年に渡り土地改良事業

　　に貢献。

　櫻　木　靖　夫さん（山田）

　　平成12年より、田上町国民健康保険運営協議会委員として、国民健康保険の安定運営に尽力。

この度はおめでとうございました。

についての作文についての作文についての作文

　
私
は
、
こ
の
作
文
を
書
く
ま
で
、

税
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
考
え
た
り

す
る
事
は
な
く
、
と
て
も
ぼ
ん
や
り

と
し
た
も
の
で
し
た
。

　
そ
こ
で
私
は
、
自
分
自
身
に
あ
る

「
身
近
な
税
金
」
と
し
て
何
か
あ
る

の
で
は
！？
と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て

毎
日
の
生
活
の
中
で
こ
ん
な
に
も
近

く
に
知
る
事
が
で
き
、
感
じ
る
事
が

あ
る
と
い
う
事
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

　
私
の
住
ん
で
い
る
田
上
町
で
は
月

に
一
回
各
家
庭
に
「
広
報
き
ず
な
」

と
い
う
も
の
が
配
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
町
内
で
頑
張
っ
て
い
る
人
や
、

地
域
活
動
の
案
内
、
休
日
当
番
医
な

ど
町
の
事
を
よ
く
知
れ
る
広
報
誌
で

す
。
毎
月
、
な
に
げ
な
く
見
て
い
る

き
ず
な
に
、
町
の
家
計
簿
と
し
て
町

の
一
般
会
計
予
算
案
、
歳
入
・
歳
出

が
の
っ
て
い
ま
し
た
。
歳
入
に
は
、

町
税
と
し
て
町
民
税
・
固
定
資
産
税

な
ど
が
あ
り
、
歳
入
と
し
て
最
も
大

き
い
額
で
あ
る
交
付
税
が
あ
る
事
を

知
り
ま
し
た
。
こ
の
地
方
交
付
税
は
、

全
国
の
地
方
公
共
団
体
が
一
定
の
基

準
に
よ
り
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

で
あ
る
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。
歳
出

に
つ
い
て
は
、
民
生
費
が
一
番
多
く
、

子
育
て
支
援
や
高
齢
者
・
障
が
い
者

福
祉
な
ど
の
経
費
と
し
て
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
町
の
取
り
組
み
で
少
子
化
・
定
住

人
口
減
少
対
策
を
行
っ
て
い
て
、
よ

り
よ
い
町
作
り
の
為
、
民
生
費
が
多

く
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か

ら
納
め
て
い
る
税
金
は
、
私
た
ち
家

庭
に
「
田
上
町
の
家
計
簿
」
と
し
て

こ
ん
な
に
近
く
で
、
こ
の
町
の
税
を

知
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
身
近
な
税
金
に
つ
い
て
も
う
一
つ

上
げ
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
教
科

書
の
裏
に
書
い
て
あ
る
文
字
を
見
た

事
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

『
こ
の
教
科
書
は
、
こ
れ
か
ら
の
日

本
を
担
う
皆
さ
ん
へ
の
期
待
を
こ
め
、

税
金
に
よ
っ
て
無
償
で
支
給
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。』

と
い
う
言
葉
で
す
。
今
ま
で
当
り
前

の
よ
う
に
進
級
す
る
時
に
受
け
取
っ

て
い
た
教
科
書
は
、
色
々
な
人
が
納

め
て
く
れ
た
税
金
の
お
か
げ
で
私
た

ち
の
手
元
に
来
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
ま
だ
税
金
と
い
う
も

の
を
納
め
て
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

私
た
ち
は
数
年
後
自
分
で
働
き
税
金

を
納
め
る
立
場
に
な
り
ま
す
。
そ
の

時
、
こ
の
身
近
な
税
金
は
と
て
も
身

近
に
存
在
し
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ

り
よ
く
し
て
く
れ
る
大
切
な
も
の
で

す
。

　
学
校
や
福
祉
な
ど
様
々
な
と
こ
ろ

で
使
わ
れ
て
い
る
税
金
を
大
切
に
し
、

こ
れ
か
ら
よ
り
よ
い
生
活
が
送
ら
れ

る
様
、
町
や
国
と
し
て
使
わ
れ
る
事

と
思
い
ま
す
。

　三条税務署、三南地区納税貯蓄組合連合会、町租税教育推進協議会では、税についての正しい知識とその重要性

を深く認識してもらうため、中学生を対象に毎年度「税に関する作文」を募集しています。

　今年度もたくさんの応募がありました。その中から入選した作品をご紹介します。（敬称略）

平成28年
度

中学生入選作品中学生入選作品税税税
○
三
南
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

  

会
長
賞

　
３
年
　
小
林
　
　
楓

※
下
段
に
作
文
を
掲
載
し
ま
し
た
。

○
田
上
町
租
税
教
育
推
進
協
議
会

  

長
賞

　
３
年
　
髙
橋
　
紗
彩

○
田
上
町
租
税
教
育
推
進
協
議
会

  

優
秀
賞

　
３
年
　
石
塚
　
　
駿

　
３
年
　
石
井
　
修
一

○
田
上
町
租
税
教
育
推
進
協
議
会

　佳
作

　
３
年
　
長
谷
川
未
結

  

３
年
　
熊
倉
　
有
愛

  

３
年
　
石
井
　
英
明

受
賞
者

三
南
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

『
身
近
な
税
金
に
あ
り
が
と
う
』 

３
年
　
小
林
　
　
楓

　
　
　

 

か
え
で

　
　

 

さ 

あ
や

　
　

 

　し
ゅ
ん

　

 

し
ゅ
う
い
ち

　
　

 

み

　ゆ

　
　

 

ゆ

　め

　
　ひ
で
あ
き

授賞式に出席された五幣さん

8広報  たがみまち 「　　　      」 1月号  ●9 ●  広報  たがみまち 「　　　      」 1月号



田上町ロビーコンサート

平成２８年度田上町表彰式

田上町ロビーコンサート
　12月16日、役場１階ロビーにて上田修

平さんによるアコースティックギターの

コンサートが行われました。親しみのあ

るクリスマスソングなどが演奏され、会

場は素敵な音色に包まれました。

青色回転灯町内防犯パトロール

平成２８年度田上町表彰式

　12月９日、警察や各教育機関、町防犯協会とともに町内の一斉パトロールが実施されました。有志に

より地域の安全安心のために行われている青色回転灯防犯パトロールの活動が満10年を迎え、現在14名

のパトロール隊員が活動を行っています。

　町では、永年にわたり町の発展のために貢献

された方々を表彰しています。12月13日、役場

３階の議場において今年度の表彰式が行われ、

佐藤町長より表彰状と記念品が手渡されました。

【善行表彰】

　五　幣　　　巖さん（羽生田）

　　平成13年より、田上郷土地改良区理事・理

　　事長代理を務め、永年に渡り土地改良事業

　　に貢献。

　櫻　木　靖　夫さん（山田）

　　平成12年より、田上町国民健康保険運営協議会委員として、国民健康保険の安定運営に尽力。

この度はおめでとうございました。
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は
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を
書
く
ま
で
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る
交
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税
が
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る
事
を
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。
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の
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方
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税
は
、
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の
取
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組
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で
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住
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に
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税
金
に
つ
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て
も
う
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上
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た
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も
の
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ま
す
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科

書
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裏
に
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あ
る
文
字
を
見
た
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が
あ
る
の
で
は
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で
し
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こ
の
教
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書
は
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ら
の
日

本
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担
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皆
さ
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へ
の
期
待
を
こ
め
、

税
金
に
よ
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て
無
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で
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さ
れ
て

い
ま
す
。
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
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。』

と
い
う
言
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で
す
。
今
ま
で
当
り
前

の
よ
う
に
進
級
す
る
時
に
受
け
取
っ

て
い
た
教
科
書
は
、
色
々
な
人
が
納

め
て
く
れ
た
税
金
の
お
か
げ
で
私
た

ち
の
手
元
に
来
て
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ま
す
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私
た
ち
は
、
ま
だ
税
金
と
い
う
も

の
を
納
め
て
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
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た
ち
は
数
年
後
自
分
で
働
き
税
金

を
納
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る
立
場
に
な
り
ま
す
。
そ
の

時
、
こ
の
身
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金
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も
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、
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の
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を
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る
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で

す
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学
校
や
福
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な
ど
様
々
な
と
こ
ろ

で
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て
い
る
税
金
を
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に
し
、

こ
れ
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よ
り
よ
い
生
活
が
送
ら
れ

る
様
、
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や
国
と
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事

と
思
い
ま
す
。

　三条税務署、三南地区納税貯蓄組合連合会、町租税教育推進協議会では、税についての正しい知識とその重要性

を深く認識してもらうため、中学生を対象に毎年度「税に関する作文」を募集しています。

　今年度もたくさんの応募がありました。その中から入選した作品をご紹介します。（敬称略）

平成28年
度

中学生入選作品中学生入選作品税税税
○
三
南
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

  

会
長
賞

　
３
年
　
小
林
　
　
楓

※
下
段
に
作
文
を
掲
載
し
ま
し
た
。

○
田
上
町
租
税
教
育
推
進
協
議
会

  

長
賞

　
３
年
　
髙
橋
　
紗
彩

○
田
上
町
租
税
教
育
推
進
協
議
会

  

優
秀
賞

　
３
年
　
石
塚
　
　
駿

　
３
年
　
石
井
　
修
一

○
田
上
町
租
税
教
育
推
進
協
議
会

　佳
作

　
３
年
　
長
谷
川
未
結

  

３
年
　
熊
倉
　
有
愛

  

３
年
　
石
井
　
英
明

受
賞
者

三
南
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

『
身
近
な
税
金
に
あ
り
が
と
う
』 

３
年
　
小
林
　
　
楓

　
　
　

 

か
え
で

　
　

 

さ 

あ
や

　
　

 

　し
ゅ
ん

　

 

し
ゅ
う
い
ち

　
　

 

み

　ゆ

　
　

 

ゆ

　め

　
　ひ
で
あ
き

授賞式に出席された五幣さん

8広報  たがみまち 「　　　      」 1月号  ●9 ●  広報  たがみまち 「　　　      」 1月号



2ヶ月児学級
　町では、生後２か月のお子さん

を対象に「２か月児学級」を行っ

ております。

　この学級では子育ての楽しさや

心配事・悩みなどをお母さんたち

が共有して、気持ちをリラックス

して子育てができるよう応援して

います。

　右の写真は、11月に開催された

２か月児学級に参加して頂いたお

母さんと赤ちゃんです。９月生ま

れの赤ちゃんは７人でした。赤ち

ゃんの笑顔はママやまわりの人を

笑顔にします。また、ママの笑顔

は赤ちゃんに安心感を与え笑顔に

します。笑顔いっぱいの育児がで

きるといいですね。

①母の名前

②赤ちゃんの名前・読み方

③名前の由来など

平山紗衣さん

試食する女将達

平山修士さん

①佐藤　弘枝

②由依（ゆい）

③人から頼られる人

　に成長してほしい

　とつけました。
①宮口　貴子

②実桜（みお）

③桜の花のようにみんなに

　愛され実りある充実した

　生活を送ってほしいと願

　を込めてつけました。

①渡辺　美雪

②惺（せい）

③まっすぐな素直な心で

　人生を生きてほしい。

①石井　美久

②翠（あき）

③お姉ちゃんがつけました。

　字はお姉ちゃんと合わせて

　色の漢字を使いました。　

湯田上温泉　曽根人参を朝食で提供

今月の認知症サポーター養成講座

湯田上温泉　曽根人参を朝食で提供
　12月５日、曽根地区で栽培される伝統野菜「曽根人参」

を使った料理の試食会が行われました。味噌漬けや、ピクル

スなど７品の試作品の中で最も高評価だった『曽根人参の松

前風しょうゆ漬け』が、湯田上温泉旅館４軒で朝食

の一品として提供されることが決定しました。曽根

人参のしっかりとした歯ごたえと香りを感じられる、

ピリ辛の味付けです。

　また、地元の旬の食材を使用し地産地消をテーマ

に展開している『湯田上温泉スイーツ』の試食会も

行われました。今回の食材は『ル レクチエ』で、各

旅館が趣向を凝らしたオリジナルスイーツを披露し

ました。

　11月22日、田上町在宅医療介護連携推進協議会主催

による多職種連携研修会を開催しました。

　在宅療養を希望する方で、医療と介護のニーズを併

せ持つ方々が、地域で安心して生活を送るためには、

在宅医療と介護の連携は欠かせません。

　今回は「脳血管疾患」をテーマに、須田医院・須田

剛先生を講師に研修を行いました。参加者は、医師、

看護師、ケアマネージャー、ヘルパー、デイサービス

・スタッフ等で、「多職種が連携することの重要性を実

感した。」「研修や会議を重ねるごとに、地域包括ケア

の重要性が理解でき、多職種の顔が見えてきた。」「多

職種の役割を実際に考える機会になった。」「継続的に

集まれる機会がほしい。」等たくさんの意見、感想をい

ただきました。参加された方々の意見、感想を踏まえ

今後も研修会を開催していきます。

田上町在宅医療介護連携推進協議会研修会が
開催されました

全国大会出場おめでとう

今月の認知症サポーター養成講座
　町内の介護保険事業所（晴和会田上園・

田上町社会福祉協議会・あじさいの里・た

がみの里）よりご協力いただき　10月、11

月に計４回の認知症サポーター養成講座を

開催しました。

　各会場ともキャラバンメイトの皆さんが

趣向を凝らし「認知症という病気の理解」

「認知症の方への対応方法」についてわか

りやすく講座を開催。67名の認知症サポー

ターが誕生しました。

　皆さんも認知症について正しい理解・接

し方を学んでみませんか？

　詳細についてのお問い合わせは地域包括

支援センター☎５７－６２２０までご連絡

下さい。

平成28年度全国高等学校総合体育大会

　出場種目：3,000ｍ障害物

　　平　山　修　士　さん（下吉田）

　　コメント：「大学でも陸上を続けて、全国の舞台で

　　　　　　　活躍できるようにしたい。」

2016日本学生陸上競技個人選手権大会

　出場種目：走高跳

　　平　山　紗　衣　さん（下吉田）

　　コメント：「全国大会の雰囲気はピリピリしていて、気持ちで負けないようにしたい。」

①江川　奈緒美

②想次郎（そうじろう）

③優しく思いやりのあ

　る男になっていただ

　きたい。

しゅう　　と

　さ　　　え
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問い合わせ：役場総務課庶務防災係　　57-6222
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問い合わせ：役場保健福祉課福祉係  57-6112

　
消
防
団
・
消
防
署
で
は
、
地
域
の

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
べ
く
、
文

化
財
保
護
の
啓
蒙
を
は
か
り
、
火
災

防
ぎ
ょ
体
制
の
万
全
を
期
す
る
た
め

放
水
訓
練
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
訓

練
の
実
施
に
あ
た
り
近
隣
住
民
の
皆

様
に
は
大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▽
日
時
　
１
月
22
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

▽
会
場
　
下
吉
田
地
区「
諏
訪
神
社
」

▼
問
い
合
わ
せ

　
加
茂
地
域
消
防
署
警
防
課
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―
１
７
７
０

　
加
茂
地
域
消
防
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田
上
出
張
所
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―
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３
０
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日
中
の
相
談
が
難
し
い
方
を
対
象

に
、
電
話
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談
の
受
付
時
間
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午
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８
時
ま
で
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長
し
ま
す
。
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す
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イ
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し
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す
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談
は
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予
約
不
要
で
す
。
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２
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２
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９
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、
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、
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日
）
　

▼
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岡
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で
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▼
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労
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督
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１
１
５
０

平成２９年４月から

「介護予防・日常生活支援総合事業」が始まります
　介護保険制度改正に伴い、要支援の認定を受けている方の訪問介護（ホームヘルプサービス）と通所介護（デ

イサービス）を平成29年４月から「介護予防・日常生活支援総合事業」（以降「総合事業」）として始めます。

　サービス内容に大きな変更はありませんが、４月１日以降に要支援の認定を受けた方から順次、総合事業に

移行したサービスを利用していただくことになります。

　総合事業は、要支援認定を受けた方や「基本チェック

リスト」により生活機能の低下がみられた方が利用でき

る「介護予防・生活支援サービス事業」と、65歳以上の

全ての方が利用できる「一般介護予防事業」があります。

　平成29年４月からは、現在実施している予防給付（要

支援１・２の人に対するサービス）のうち、予防訪問介護

（ホームヘルパーサービス）、予防通所介護（デイサービ

ス）を総合事業に移行し、町の事業（サービス）として実

施します。認定を受けた方に対する訪問看護や福祉用具

貸与などはこれまで通り、予防給付の中で提供します。

　総合事業によるサービスのみ利用する場合は、要介護

・要支援認定申請を省略して「基本チェックリスト」によ

り、生活機能の低下がみられた方を対象者と認定するこ

とで、これまでより迅速なサービスを受けることが可能

になります。

　要介護認定を受けている方や、要支援認定を受け、訪

問看護や福祉用具貸与などを利用している方は、今まで

通りのサービスを受けることができます。申請方法など

手続きの流れも変わりません。

平成28年度まで

介護保険給付（要介護1～5）

平成29年度から

介護保険給付（要介護1～5）

利用までの流れ・手続き（平成29年4月～）

現
行
と
同
様

総
合
事
業
に
移
行

現
行
と
同
様

現
行
と
同
様

総
合
事
業
に
移
行

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

現
行
と
同
様

介護予防
保険給付

（要支援1～2）

介護予防保険給付（要支援1～2）

●介護予防・生活支援サービス事業
・訪問型サービス（ホームヘルパー）
・通所型サービス（デイサービス）
・生活支援サービス（買い物、掃除、洗濯、
　　ごみ出し、見守り等）

●一般介護予防事業

介護予防事業
（介護認定を受けていない方）

介護予防事業・日常生活支援
総合事業

（要支援1～2、基本チェックリスト該当者）

予防訪問看護
予防福祉用具等

訪問介護・通所介護を使いたい。

要介護・要支援認定申請

訪問看護・福祉用具貸与など
他のサービスを使いたい。

要介護 要支援 非該当

基本チェックリスト実施介護保険
サービス

生活機能低下 自立

総合事業 一般介護予防事業

予防訪問介護
予防通所介護

二次予防事業

一次予防事業
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問い合わせ：役場総務課庶務防災係　　57-6222

0.074 

0.080 

0.072 

0.080 

0.068 

0.068 

0.066 

0.080 

地上１ｍ

地上50cm

地上10cm

底面10cm

駐車場

側溝

通常の測定範囲内(0.016～0.16マイクロシーベルト/毎時)
測定結果（マイクロシーベルト/毎時）

天　候測定場所

田上町役場 曇り9時00分～

測定日時
12月19日

放射線測定結果をお知らせします

今月 先月

■測定結果（通常の範囲内でした）

有
料
広
告

有
料
広
告

 
水回り、電気のことなら

TEL 57-2068　　FAX 57-2328

一級電気工事施工管理技士事務所

一級管工事施工管理技士事務所

志田電氣㈱

有
料
広
告

有
料
広
告

問い合わせ：役場保健福祉課福祉係  57-6112

　
消
防
団
・
消
防
署
で
は
、
地
域
の

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る
べ
く
、
文

化
財
保
護
の
啓
蒙
を
は
か
り
、
火
災

防
ぎ
ょ
体
制
の
万
全
を
期
す
る
た
め

放
水
訓
練
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
訓

練
の
実
施
に
あ
た
り
近
隣
住
民
の
皆

様
に
は
大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▽
日
時
　
１
月
22
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

▽
会
場
　
下
吉
田
地
区「
諏
訪
神
社
」

▼
問
い
合
わ
せ

　
加
茂
地
域
消
防
署
警
防
課

　
　☎
52
―
１
７
７
０

　
加
茂
地
域
消
防
署
田
上
出
張
所

　
　☎
57
―
５
３
０
０

　　
日
中
の
相
談
が
難
し
い
方
を
対
象

に
、
電
話
相
談
の
受
付
時
間
を
午
後

８
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。
労
働
に
関

す
る
様
々
な
悩
み
事
に
つ
い
て
、
労

働
相
談
所
職
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。相
談
は
無
料
で
予
約
不
要
で
す
。

▽
実
施
日
　
２
月
毎
週
木
曜
日
（
２

　
日
、
９
日
、
16
日
、
23
日
）
　

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　
長
岡
労
働
相
談
所

　
　
☎
０
２
５
８
―
37
―
６
１
１
０

　 

（
労
働
相
談
専
用
電
話
）

　
県
内
の
豪
雪
地
に
お
い
て
、
高
齢

者
世
帯
な
ど
の
除
雪
作
業
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ス
コ
ッ
プ
」
の
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
雪
か
き

の
技
術
講
習
も
行
い
ま
す
の
で
、
初

心
者
の
方
も
楽
し
み
な
が
ら
活
動
で

き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
総
務
管
理
部
地
域
政
策
課

　
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
０
９
６

　
福
祉
施
設
や
在
宅
で
提
供
さ
れ
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
不
満
や

苦
痛
を
感
じ
ら
れ
た
場
合
に
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
中
立
・
公
正
な
立
場

で
助
言
や
調
査
な
ど
を
行
い
、
適
切

に
解
決
さ
れ
る
よ
う
に
支
援
い
た
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
運
営
適
正
化
委
員
会

　
☎
０
２
５
―
２
８
１
―
５
６
０
９

　
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、

そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露

作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、

労
災
保
険
法
に
基
づ
く
各
種
の
労
災

保
険
給
付
や
石
綿
救
済
法
に
特
別
遺

族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
石
綿

に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸
っ
て
か

ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て
発
症
す

る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
中
皮

腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ
れ

て
い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付

等
の
支
給
対
象
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
新
潟
労
働
局
労
働
基
準
部

　
労
災
補
償
課

　
☎
０
２
５
―
２
８
８
―
３
５
０
６

　
三
条
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
０
２
５
６
―
32
―
１
１
５
０

平成２９年４月から

「介護予防・日常生活支援総合事業」が始まります
　介護保険制度改正に伴い、要支援の認定を受けている方の訪問介護（ホームヘルプサービス）と通所介護（デ

イサービス）を平成29年４月から「介護予防・日常生活支援総合事業」（以降「総合事業」）として始めます。

　サービス内容に大きな変更はありませんが、４月１日以降に要支援の認定を受けた方から順次、総合事業に

移行したサービスを利用していただくことになります。

　総合事業は、要支援認定を受けた方や「基本チェック

リスト」により生活機能の低下がみられた方が利用でき

る「介護予防・生活支援サービス事業」と、65歳以上の

全ての方が利用できる「一般介護予防事業」があります。

　平成29年４月からは、現在実施している予防給付（要

支援１・２の人に対するサービス）のうち、予防訪問介護

（ホームヘルパーサービス）、予防通所介護（デイサービ

ス）を総合事業に移行し、町の事業（サービス）として実

施します。認定を受けた方に対する訪問看護や福祉用具

貸与などはこれまで通り、予防給付の中で提供します。

　総合事業によるサービスのみ利用する場合は、要介護

・要支援認定申請を省略して「基本チェックリスト」によ

り、生活機能の低下がみられた方を対象者と認定するこ

とで、これまでより迅速なサービスを受けることが可能

になります。

　要介護認定を受けている方や、要支援認定を受け、訪

問看護や福祉用具貸与などを利用している方は、今まで

通りのサービスを受けることができます。申請方法など

手続きの流れも変わりません。

平成28年度まで

介護保険給付（要介護1～5）

平成29年度から

介護保険給付（要介護1～5）

利用までの流れ・手続き（平成29年4月～）

現
行
と
同
様

総
合
事
業
に
移
行

現
行
と
同
様

現
行
と
同
様

総
合
事
業
に
移
行

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

現
行
と
同
様

介護予防
保険給付

（要支援1～2）

介護予防保険給付（要支援1～2）

●介護予防・生活支援サービス事業
・訪問型サービス（ホームヘルパー）
・通所型サービス（デイサービス）
・生活支援サービス（買い物、掃除、洗濯、
　　ごみ出し、見守り等）

●一般介護予防事業

介護予防事業
（介護認定を受けていない方）

介護予防事業・日常生活支援
総合事業

（要支援1～2、基本チェックリスト該当者）

予防訪問看護
予防福祉用具等

訪問介護・通所介護を使いたい。

要介護・要支援認定申請

訪問看護・福祉用具貸与など
他のサービスを使いたい。

要介護 要支援 非該当

基本チェックリスト実施介護保険
サービス

生活機能低下 自立

総合事業 一般介護予防事業

予防訪問介護
予防通所介護

二次予防事業

一次予防事業
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「何をどうしたらいいかわからない」方へ、

「 」実施中！！

L&Bヨシダ税理士法人 三条市塚野目4-15-28
※面談の際には、必ずお電話ください。

新潟相続協会

お問い合わせいただいた方に、
「遺言書の書き方」冊子を無料贈呈いたします。

☎ 0120-963-270 FAX 0256-33-0296

相続 遺言 贈与

町外5,000円（1枠1か月）

町内3,000円（1枠1か月）

町外5,000円（1枠1か月）

有料広告募集中！
ぜひ、ＰＲの場に活用してみませんか？

町の広報媒体を活用して大きな宣伝効果が期待できます。
広報きずな・ホームページに掲載する広告を募集中です！

申込・問い合わせ：役場総務課企画財政係　☎５７－６２２２

町内3,000円（1枠1か月）〔掲載料〕

有
料
広
告

有
料
広
告

ＪＡにいがた南蒲旅行センター ☎0256-45-7300
新潟県知事登録旅行業 第2-353号 全国旅行業協会会員

総合旅行業取扱管理者 田伏 司・徳永芳

お申込み・お問い合せは

ＪＡにいがた南蒲旅行センター 検索

～感動の世界遺産、大自然を訪ねて～

大自然の屋久島と宇宙に近い島種子島の旅

3月5日(日)～7(火) 燕三条発着 １３９，０００円

すべてがヒット曲！思い出のそばに歌がある。名曲ひとすじ夢の祭典

にっぽん演歌・夢祭り＆鎌倉の旅
3月14日(火)～15日（水） ３８，０００円

出演者：小林幸子、島津亜矢､細川たかし、長山洋子、他
司 会：徳光和夫 ｱｼｽﾀﾝﾄ：藤原紀香

有
料
広
告

有
料
広
告

新潟県交通災害共済
お見舞金の請求はお済みですか？

お見舞金の請求期間は交通災害を受けた日

から起算して「１年以内」です。

ぜひもう一度ご確認を！

問い合わせ：役場総務課庶務防災係　☎57-6222

問い合わせ：新潟県後期高齢者医療広域連合 総務課企画係  025-285-3221

　新潟県後期高齢者医療広域連合では、平成29年７月運用予定の番号制度の情報連携に係る特定個人情

報保護評価の更新作業を進めています。

　特定個人情報保護評価とは、広域連合で保有している特定個人情報が漏えいしたり、その他の事態が

発生したりしたときのリスクを分析し、そのリスクを軽減するための適切な措置を実行することを示し

たものです。

　そこで、特定個人情報保護評価の更新を被保険者の皆さんと協働により行うため、次のとおり検討中

の評価案を公表し、ご意見を伺います。

　皆さまの積極的なご意見をお待ちしています。

新潟県後期高齢者医療広域連合

特定個人情報保護評価案への意見を募集します

公表および

意 見 募 集

期　　　間

公 表 方 法

応 募 用 紙

提 出 方 法

提　出　先

ご 意 見 の

活 用 方 法

個 人 情 報

利 用 目 的

　　・範囲

２月８日（水）まで

郵送による意見提出の場合、２月８日必着

とします。

・広域連合ホームページで公開します。

　http://www.niigata-kouiki.jp

・役場町民課で閲覧・貸出します。

※コピーはできませんので、予めご了承く

　ださい。

・広域連合ホームページからダウンロード

・閲覧場所に備え付けます

・その他、どんな方法（はがき・便箋等）

　でも構いません。その際は、次の事項を

　記入してください。

＜記載する事項＞

　①タイトル「番号制度に係る特定個人情

　　報保護評価（ＰＩＡ制度）案への意見」

　②お名前、ご住所、ご連絡先の電話番号

　③ご意見（何ページのどの部分について

　　のご意見かわかるようにお願いします）

【記入例】3ページ　○○について

郵送・ファクシミリ・Ｅメール・新潟県後

期高齢者医療広域連合へのご持参のいずれ

かの方法で提出してください。

※電話による意見などの受付は行いません。

新潟県後期高齢者医療広域連合　

総務課　企画係

〒950-0965　新潟市中央区新光町4番地1

新潟県自治会館本館内

FAX　025-285-3315

E-mail jim01@niigata-kouiki.jp

応募いただいたご意見の内容を検討しなが

ら、評価の更新に活かしていきます。なお、

個別の回答はできませんので、予めご了承

ください。（結果の公表は広域連合ホーム

ページ等を検討しています）

ご意見については、お名前、ご住所、ご連

絡先の電話番号やＥメールアドレスを除き、

公開することがありますので予めご承知お

きください。ただし、ご意見中に特定の個

人を識別しうる記述がある場合、個別の財

産権などを害するおそれがあると判断され

る場合には、公表の際に当該箇所を伏せさ

せていただきます。

提案用紙に記載された個人情報は、特定個

人情報保護評価の更新の目的にのみ利用し、

その取り扱いには十分留意し、他の目的に

は使用しません。
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「何をどうしたらいいかわからない」方へ、

「 」実施中！！

L&Bヨシダ税理士法人 三条市塚野目4-15-28
※面談の際には、必ずお電話ください。

新潟相続協会

お問い合わせいただいた方に、
「遺言書の書き方」冊子を無料贈呈いたします。

☎ 0120-963-270 FAX 0256-33-0296

相続 遺言 贈与

町外5,000円（1枠1か月）

町内3,000円（1枠1か月）

町外5,000円（1枠1か月）

有料広告募集中！
ぜひ、ＰＲの場に活用してみませんか？

町の広報媒体を活用して大きな宣伝効果が期待できます。
広報きずな・ホームページに掲載する広告を募集中です！

申込・問い合わせ：役場総務課企画財政係　☎５７－６２２２

町内3,000円（1枠1か月）〔掲載料〕

有
料
広
告

有
料
広
告

ＪＡにいがた南蒲旅行センター ☎0256-45-7300
新潟県知事登録旅行業 第2-353号 全国旅行業協会会員

総合旅行業取扱管理者 田伏 司・徳永芳

お申込み・お問い合せは

ＪＡにいがた南蒲旅行センター 検索

～感動の世界遺産、大自然を訪ねて～

大自然の屋久島と宇宙に近い島種子島の旅

3月5日(日)～7(火) 燕三条発着 １３９，０００円

すべてがヒット曲！思い出のそばに歌がある。名曲ひとすじ夢の祭典

にっぽん演歌・夢祭り＆鎌倉の旅
3月14日(火)～15日（水） ３８，０００円

出演者：小林幸子、島津亜矢､細川たかし、長山洋子、他
司 会：徳光和夫 ｱｼｽﾀﾝﾄ：藤原紀香

有
料
広
告

有
料
広
告

新潟県交通災害共済
お見舞金の請求はお済みですか？

お見舞金の請求期間は交通災害を受けた日

から起算して「１年以内」です。

ぜひもう一度ご確認を！

問い合わせ：役場総務課庶務防災係　☎57-6222

問い合わせ：新潟県後期高齢者医療広域連合 総務課企画係  025-285-3221

　新潟県後期高齢者医療広域連合では、平成29年７月運用予定の番号制度の情報連携に係る特定個人情

報保護評価の更新作業を進めています。

　特定個人情報保護評価とは、広域連合で保有している特定個人情報が漏えいしたり、その他の事態が

発生したりしたときのリスクを分析し、そのリスクを軽減するための適切な措置を実行することを示し

たものです。

　そこで、特定個人情報保護評価の更新を被保険者の皆さんと協働により行うため、次のとおり検討中

の評価案を公表し、ご意見を伺います。

　皆さまの積極的なご意見をお待ちしています。

新潟県後期高齢者医療広域連合

特定個人情報保護評価案への意見を募集します

公表および

意 見 募 集

期　　　間

公 表 方 法

応 募 用 紙

提 出 方 法

提　出　先

ご 意 見 の

活 用 方 法

個 人 情 報

利 用 目 的

　　・範囲

２月８日（水）まで

郵送による意見提出の場合、２月８日必着

とします。

・広域連合ホームページで公開します。

　http://www.niigata-kouiki.jp

・役場町民課で閲覧・貸出します。

※コピーはできませんので、予めご了承く

　ださい。

・広域連合ホームページからダウンロード

・閲覧場所に備え付けます

・その他、どんな方法（はがき・便箋等）

　でも構いません。その際は、次の事項を

　記入してください。

＜記載する事項＞

　①タイトル「番号制度に係る特定個人情

　　報保護評価（ＰＩＡ制度）案への意見」

　②お名前、ご住所、ご連絡先の電話番号

　③ご意見（何ページのどの部分について

　　のご意見かわかるようにお願いします）

【記入例】3ページ　○○について

郵送・ファクシミリ・Ｅメール・新潟県後

期高齢者医療広域連合へのご持参のいずれ

かの方法で提出してください。

※電話による意見などの受付は行いません。

新潟県後期高齢者医療広域連合　

総務課　企画係

〒950-0965　新潟市中央区新光町4番地1

新潟県自治会館本館内

FAX　025-285-3315

E-mail jim01@niigata-kouiki.jp

応募いただいたご意見の内容を検討しなが

ら、評価の更新に活かしていきます。なお、

個別の回答はできませんので、予めご了承

ください。（結果の公表は広域連合ホーム

ページ等を検討しています）

ご意見については、お名前、ご住所、ご連

絡先の電話番号やＥメールアドレスを除き、

公開することがありますので予めご承知お

きください。ただし、ご意見中に特定の個

人を識別しうる記述がある場合、個別の財

産権などを害するおそれがあると判断され

る場合には、公表の際に当該箇所を伏せさ

せていただきます。

提案用紙に記載された個人情報は、特定個

人情報保護評価の更新の目的にのみ利用し、

その取り扱いには十分留意し、他の目的に

は使用しません。
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提出・問い合わせ：町教育委員会　57-6114 

提出・問い合わせ：町教育委員会　57-6114

田上町立竹の友幼児園
園児バス運転手募集

募集人員　１名（園児49人乗り中型バスの運転）

採用条件　・大型自動車運転免許取得者

　　　　　・65歳以下の健康明朗な方で、園児の安全を最

　　　　　　優先に考え町教育委員会、竹の友幼児園と連

　　　　　　携し、毎日の業務に責任の持てる方

　　　　　・道路交通法を遵守し、過去３年間に運転免許

　　　　　　の取り消しや停止のない方

　　　　　・業務中の喫煙、運転に適した靴及び服装の着

　　　　　　用、個人情報の守秘義務等、日々の業務に自

　　　　　　覚を持てる方

業務内容　登園・降園時の園児バス運転業務（通常は月～

　　　　　金曜日）及び車両の管理点検や幼児園活動にお

　　　　　ける日中の運転業務

委託期間　平成29年４月１日～平成30年３月31日

　　　　　※ただし、４月１日から委託することとなるの

　　　　　　で、事前に園児バスのルート確認をしていた

　　　　　　だくため、３月中にバスの運転をしていだく

　　　　　　予定です。また、勤務状況により、次年度以

　　　　　　降の契約も可能です。

勤務時間　園児バスの運行計画及び幼児園事業などにより

　　　　　時間が異なります。

委 託 料　月額１２０，０００円 （予定）

申込方法　申込用紙を町教育委員会で交付します。または、

　　　　　町ホームページよりダウンロードしてください。

　　　　　必要事項を記載し運転免許証の両面の写しを添

　　　　　えて、期限までに町教育員会へ提出してくださ

　　　　　い。

選考方法　書類選考後、面接により決定します。

　　　　　面接日は、追って通知します。

申込期限　２月３日（金）午後５時まで（郵送可）

　　　　　期限厳守

そ の 他　社会保険の加入はありません。

田上町スクールバス
運転手募集

募集人員　若干名

採用条件　・大型自動車運転免許証または中型自動車運転免許証

　　　　　　所有者（乗車定員29人以下の車両運転許可者・ＡＴ

　　　　　　車限定免許証不可)

　　　　　・65歳以下の健康明朗な方で、児童・生徒の安全を最

　　　　　　優先に考え、町教育委員会、各学校と連携し、毎日

　　　　　　の業務に責任を持てる方

　　　　　・道路交通法を遵守し、過去３年間に運転免許の取り

　　　　　　消しや停止のない方

　　　　　・業務中の禁煙、運転に適した靴及び服装の着用、個

　　　　　　人情報の守秘義務等、日々の業務に自覚を持てる方

業務内容　①学校の登下校時の児童・生徒の送迎

　　　　　②毎日の運行日誌の記載・車両の清掃と点検

　　　　　③土・日に行われる学校行事の登下校時の運行

　　　　　④平日の校外学習における運行

　　　　　⑤土日及び祝祭日に行われるスポーツ少年団大会参加

　　　　　　時の運行

　　　　　⑥夏休みの公民館事業での運行

　　　　　⑦夏休みの部活動大会出場時の運行　　等

委託期間　平成29年４月１日～平成30年３月31日

　　　　　※ただし、４月１日から委託することとなるので、事

　　　　　　前にスクールバスルートを確認いただくため、３月

　　　　　　中にバスの運転をしていただく予定です。また、勤

　　　　　　務状況により、次年度以降の契約も可能です。

委 託 料　月額１２０，０００円 （予定）

申込方法　申込用紙を町教育委員会で交付します。または、町ホ

　　　　　ームページよりダウンロードしてください。必要事項

　　　　　を記載し運転免許証の両面の写しを添えて、期限まで

　　　　　に町教育員会へ提出してください。

選考方法　書類選考後、面接により決定します。

　　　　　面接日は、追って通知します。

申込期限　２月３日（金）午後５時まで（郵送可）

　　　　　期限厳守

そ の 他　社会保険の加入はありません。

田上町立学校介助員（非常勤職員）募集
募集人員　若干名

採用条件　特別支援教育に理解があり、心身ともに健康で、意

　　　　　欲的に児童生徒と接することができる方

　　　　　地方公務員法第16条の欠格事項に該当しない方

　　　　　平成29年４月１日時点で60歳未満の方

業務内容　田上町立学校特別支援学級在籍児童生徒への学校生

　　　　　活における指導・補助、身辺介助および安全管理等

任用期間　平成29年４月１日～平成30年３月31日

　　　　　（学校長期休業日をのぞく）

　　　　　※児童生徒の在籍状況、勤務態度によっては更新も

　　　　　　あります。

勤務時間　勤務時間は原則教職員の勤務時間に準じ、基本的に

　　　　　子どもが学校にいる時間となります。　 

　　　　　※週５日勤務（土日祝祭日をのぞく平日）。ただし、

　　　　　　学校行事等で変更することがあります。

賃　　金　時給９００円

申込方法　町教育委員会に用意してある申込書に必要事項を記

　　　　　入の上、直接または郵送で田上町教育委員会まで提

　　　　　出ください。

選考方法　書類選考後、面接審査により決定します。

　　　　　※面接日は追って連絡します。

申込期限　２月３日（金）午後５時まで（郵送可）期限厳守

　　　　　受付は土・日曜日、祝祭日を除く平日午前８時30分

　　　　　～午後５時15分

そ の 他　雇用保険、社会保険加入有。通勤距離が勤務地より

　　　　　２km以上の方は通勤手当支給

　　　　　有給休暇(10日)の付与があります。

保育士（臨時職員）募集
4月採用予定の保育士（臨時職員）を募集します。

◇募集人員　若干名

◇採用条件　保育士資格をお持ちの60歳以下の方、もしくは平成29年３月31日までに資格取得見込みの方。

◇勤 務 地　田上町立　竹の友幼児園

◇業務内容　保育士業務全般（０歳児（３ヶ月から）から５歳児）

◇雇用期間　平成29年４月１日～平成30年３月31日

◇勤務時間　①午前８時～午後４時30分（通常）

　　　　　　②午前７時～午後３時30分（早出）

　　　　　　③午前11時30分～午後８時（遅出）

　　　　　　※基本的には、①の通常勤務ですが、交替で②早出、③遅出の勤務をお願いする場合もあります。

◇休　　日　土曜日、日曜日、祝日（土曜日勤務の場合もあります）

◇賃　　金　月額147,800円～

◇申込方法　申込用紙を竹の友幼児園または町教育委員会で交付します。必要事項を記載し、期限までに資格証の写

　　　　　　しを添付して提出してください。

◇選考方法　書類選考後、面接審査により決定します。（※面接日は後日連絡）

◇応募期間　１月18日（水）～２月17日（金）

◇そ の 他　通勤手当（通勤距離２㎞以上）、昇給有、年２回賞与有、特別休暇有、年次有給休暇有、社会保険有

◆提出・問い合わせ：竹の友幼児園　☎41－5530　または　町教育委員会　☎57－6114

田上町老人福祉センター・老人憩の家
管理人を募集します

◇募集人員　１名

◇採用条件　健康で温和な町内在住の昭和26年４月２日以降に生まれた方で、職務に熱心に取り組める方

◇勤 務 地　田上町老人福祉センター（川船河）と田上町老人憩の家（山田）のうちから町が指定します。

◇業務内容　施設管理全般

◇勤務期間　平成29年４月１日（土）から１年間

◇勤務時間　午前８時30分～午後５時15分

　　　　　　（火曜日から日曜日までとし、２人体制で１週間交代を原則とします。）

◇報　　酬　月額９０，０００円

◇申込方法　申込書（保健福祉課に用意してあります。町のホームページからダウンロードできます。）

　　　　　　（ＵＲＬ：http://www.town.tagami.niigata.jp/info/info02.html）に必要事項を記入し、持参または

　　　　　　郵送ください。

◇選考方法　応募者の中から書類審査のうえ、面接（日時は、後日連絡します。）により決定します。

◇応募期間　１月16日（月）～１月31日（火）

　　　　　　※受付は、土・日曜日を除く午前８時30分～午後５時　※郵送による提出の場合は１月31日（火）必着

◆提出・問い合わせ：役場保健福祉課　☎57－6112

田上町水道委託検針員募集
◇募 集 人 員　１名

◇採 用 条 件　町内在住の60歳以下の健康な方で車の運転免許証有資格者

◇業 務 内 容　水道使用者のメーター検針（実施期間は毎月８～18日の間）

◇雇 用 期 間　平成29年３月１日より平成30年３月31日までの期間（１年１ヶ月期間）とし、以後支障がなければ、

　　　　　　　１年ごとの再雇用とします。

◇委託場所及び件数　山田、中店　約780件

◇検針委託料　一件あたり70円

◇申 込 方 法　履歴書（写真添付／地域整備課で交付するほか、市販の履歴書でも可）に必要事項を記入し持参また

　　　　　　　は郵送ください。履歴書は原則返却しません。

◇選考方法等　応募者の中より書類又は面接により選考、2月中～下旬に結果を通知します。

◇申 込 締 切　２月３日（金）午後５時必着

◇そ　の　他　委託契約となるため、賞与、交通費等の支給はありません。又、社会保険、厚生年金の加入はありま

　　　　　　　せん。

◆提出・問い合わせ：役場地域整備課水道係　☎57－6223
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提出・問い合わせ：町教育委員会　57-6114 

提出・問い合わせ：町教育委員会　57-6114

田上町立竹の友幼児園
園児バス運転手募集

募集人員　１名（園児49人乗り中型バスの運転）

採用条件　・大型自動車運転免許取得者

　　　　　・65歳以下の健康明朗な方で、園児の安全を最

　　　　　　優先に考え町教育委員会、竹の友幼児園と連

　　　　　　携し、毎日の業務に責任の持てる方

　　　　　・道路交通法を遵守し、過去３年間に運転免許

　　　　　　の取り消しや停止のない方

　　　　　・業務中の喫煙、運転に適した靴及び服装の着

　　　　　　用、個人情報の守秘義務等、日々の業務に自

　　　　　　覚を持てる方

業務内容　登園・降園時の園児バス運転業務（通常は月～

　　　　　金曜日）及び車両の管理点検や幼児園活動にお

　　　　　ける日中の運転業務

委託期間　平成29年４月１日～平成30年３月31日

　　　　　※ただし、４月１日から委託することとなるの

　　　　　　で、事前に園児バスのルート確認をしていた

　　　　　　だくため、３月中にバスの運転をしていだく

　　　　　　予定です。また、勤務状況により、次年度以

　　　　　　降の契約も可能です。

勤務時間　園児バスの運行計画及び幼児園事業などにより

　　　　　時間が異なります。

委 託 料　月額１２０，０００円 （予定）

申込方法　申込用紙を町教育委員会で交付します。または、

　　　　　町ホームページよりダウンロードしてください。

　　　　　必要事項を記載し運転免許証の両面の写しを添

　　　　　えて、期限までに町教育員会へ提出してくださ

　　　　　い。

選考方法　書類選考後、面接により決定します。

　　　　　面接日は、追って通知します。

申込期限　２月３日（金）午後５時まで（郵送可）

　　　　　期限厳守

そ の 他　社会保険の加入はありません。

田上町スクールバス
運転手募集

募集人員　若干名

採用条件　・大型自動車運転免許証または中型自動車運転免許証

　　　　　　所有者（乗車定員29人以下の車両運転許可者・ＡＴ

　　　　　　車限定免許証不可)

　　　　　・65歳以下の健康明朗な方で、児童・生徒の安全を最

　　　　　　優先に考え、町教育委員会、各学校と連携し、毎日

　　　　　　の業務に責任を持てる方

　　　　　・道路交通法を遵守し、過去３年間に運転免許の取り

　　　　　　消しや停止のない方

　　　　　・業務中の禁煙、運転に適した靴及び服装の着用、個

　　　　　　人情報の守秘義務等、日々の業務に自覚を持てる方

業務内容　①学校の登下校時の児童・生徒の送迎

　　　　　②毎日の運行日誌の記載・車両の清掃と点検

　　　　　③土・日に行われる学校行事の登下校時の運行

　　　　　④平日の校外学習における運行

　　　　　⑤土日及び祝祭日に行われるスポーツ少年団大会参加

　　　　　　時の運行

　　　　　⑥夏休みの公民館事業での運行

　　　　　⑦夏休みの部活動大会出場時の運行　　等

委託期間　平成29年４月１日～平成30年３月31日

　　　　　※ただし、４月１日から委託することとなるので、事

　　　　　　前にスクールバスルートを確認いただくため、３月

　　　　　　中にバスの運転をしていただく予定です。また、勤

　　　　　　務状況により、次年度以降の契約も可能です。

委 託 料　月額１２０，０００円 （予定）

申込方法　申込用紙を町教育委員会で交付します。または、町ホ

　　　　　ームページよりダウンロードしてください。必要事項

　　　　　を記載し運転免許証の両面の写しを添えて、期限まで

　　　　　に町教育員会へ提出してください。

選考方法　書類選考後、面接により決定します。

　　　　　面接日は、追って通知します。

申込期限　２月３日（金）午後５時まで（郵送可）

　　　　　期限厳守

そ の 他　社会保険の加入はありません。

田上町立学校介助員（非常勤職員）募集
募集人員　若干名

採用条件　特別支援教育に理解があり、心身ともに健康で、意

　　　　　欲的に児童生徒と接することができる方

　　　　　地方公務員法第16条の欠格事項に該当しない方

　　　　　平成29年４月１日時点で60歳未満の方

業務内容　田上町立学校特別支援学級在籍児童生徒への学校生

　　　　　活における指導・補助、身辺介助および安全管理等

任用期間　平成29年４月１日～平成30年３月31日

　　　　　（学校長期休業日をのぞく）

　　　　　※児童生徒の在籍状況、勤務態度によっては更新も

　　　　　　あります。

勤務時間　勤務時間は原則教職員の勤務時間に準じ、基本的に

　　　　　子どもが学校にいる時間となります。　 

　　　　　※週５日勤務（土日祝祭日をのぞく平日）。ただし、

　　　　　　学校行事等で変更することがあります。

賃　　金　時給９００円

申込方法　町教育委員会に用意してある申込書に必要事項を記

　　　　　入の上、直接または郵送で田上町教育委員会まで提

　　　　　出ください。

選考方法　書類選考後、面接審査により決定します。

　　　　　※面接日は追って連絡します。

申込期限　２月３日（金）午後５時まで（郵送可）期限厳守

　　　　　受付は土・日曜日、祝祭日を除く平日午前８時30分

　　　　　～午後５時15分

そ の 他　雇用保険、社会保険加入有。通勤距離が勤務地より

　　　　　２km以上の方は通勤手当支給

　　　　　有給休暇(10日)の付与があります。

保育士（臨時職員）募集
4月採用予定の保育士（臨時職員）を募集します。

◇募集人員　若干名

◇採用条件　保育士資格をお持ちの60歳以下の方、もしくは平成29年３月31日までに資格取得見込みの方。

◇勤 務 地　田上町立　竹の友幼児園

◇業務内容　保育士業務全般（０歳児（３ヶ月から）から５歳児）

◇雇用期間　平成29年４月１日～平成30年３月31日

◇勤務時間　①午前８時～午後４時30分（通常）

　　　　　　②午前７時～午後３時30分（早出）

　　　　　　③午前11時30分～午後８時（遅出）

　　　　　　※基本的には、①の通常勤務ですが、交替で②早出、③遅出の勤務をお願いする場合もあります。

◇休　　日　土曜日、日曜日、祝日（土曜日勤務の場合もあります）

◇賃　　金　月額147,800円～

◇申込方法　申込用紙を竹の友幼児園または町教育委員会で交付します。必要事項を記載し、期限までに資格証の写

　　　　　　しを添付して提出してください。

◇選考方法　書類選考後、面接審査により決定します。（※面接日は後日連絡）

◇応募期間　１月18日（水）～２月17日（金）

◇そ の 他　通勤手当（通勤距離２㎞以上）、昇給有、年２回賞与有、特別休暇有、年次有給休暇有、社会保険有

◆提出・問い合わせ：竹の友幼児園　☎41－5530　または　町教育委員会　☎57－6114

田上町老人福祉センター・老人憩の家
管理人を募集します

◇募集人員　１名

◇採用条件　健康で温和な町内在住の昭和26年４月２日以降に生まれた方で、職務に熱心に取り組める方

◇勤 務 地　田上町老人福祉センター（川船河）と田上町老人憩の家（山田）のうちから町が指定します。

◇業務内容　施設管理全般

◇勤務期間　平成29年４月１日（土）から１年間

◇勤務時間　午前８時30分～午後５時15分

　　　　　　（火曜日から日曜日までとし、２人体制で１週間交代を原則とします。）

◇報　　酬　月額９０，０００円

◇申込方法　申込書（保健福祉課に用意してあります。町のホームページからダウンロードできます。）

　　　　　　（ＵＲＬ：http://www.town.tagami.niigata.jp/info/info02.html）に必要事項を記入し、持参または

　　　　　　郵送ください。

◇選考方法　応募者の中から書類審査のうえ、面接（日時は、後日連絡します。）により決定します。

◇応募期間　１月16日（月）～１月31日（火）

　　　　　　※受付は、土・日曜日を除く午前８時30分～午後５時　※郵送による提出の場合は１月31日（火）必着

◆提出先・問い合わせ：役場保健福祉課　☎57－6112

田上町水道委託検針員募集
◇募 集 人 員　１名

◇採 用 条 件　町内在住の60歳以下の健康な方で車の運転免許証有資格者

◇業 務 内 容　水道使用者のメーター検針（実施期間は毎月８～18日の間）

◇雇 用 期 間　平成29年３月１日より平成30年３月31日までの期間（１年１ヶ月期間）とし、以後支障がなければ、

　　　　　　　１年ごとの再雇用とします。

◇委託場所及び件数　山田、中店　約780件

◇検針委託料　一件あたり70円

◇申 込 方 法　履歴書（写真添付／地域整備課で交付するほか、市販の履歴書でも可）に必要事項を記入し持参また

　　　　　　　は郵送ください。履歴書は原則返却しません。

◇選考方法等　応募者の中より書類又は面接により選考、2月中～下旬に結果を通知します。

◇申 込 締 切　２月３日（金）午後５時必着

◇そ　の　他　委託契約となるため、賞与、交通費等の支給はありません。又、社会保険、厚生年金の加入はありま

　　　　　　　せん。

◆提出・問い合わせ：役場地域整備課水道係　☎57－6223
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野菜を毎食食べる 野菜を１日２回食べる 野菜を１日１回食べる 食べない
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2.0%
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３．手伝わない 50名

２．時々手伝う 281名

１．よく手伝う 94名

みんなで取り組もう　田上の食育！（11）
食を通じた交流の推進！　～食事の手伝いをしよう～

（第2次田上町食育推進計画の目標）

　町の食育推進計画では、食事作りの手伝いを通して、食の関心を深め、みんなで楽しく食べることを目

標としています。幼児及び小学生の保護者と中学生を対象とした、今年度の食育に関するアンケート調査

結果では、食事の準備や後片付けなどを「よく手伝う」と回答したのは、幼児及び小学生で約２割、中学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生が約３割と多くはありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、図１から「よく手伝う」子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どもの方が、野菜をとる回数が高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い傾向が見られます。子どものお

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手伝いは、すぐ役に立つものでは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ないかもしれませんが、毎日のお

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手伝いの積み重ねが、食べること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　への意欲につながります。

問い合わせ：役場保健福祉課保健係　57-6112

「よく手伝う」子
の５割が毎食野菜
を食べています。

図1　　食事の手伝いと野菜摂取の関係！（小学1年～6年生）

平成28年度田上町 食育に関するアンケート調査結果

問い合わせ：町地域包括支援センター　57-6112

※【夜間・休日急患診療】　県央医師会応急診療所（三条市興野）　☎32-0909
※「心と体の相談会」は3日前までにご連絡ください。（役場保健福祉課 　☎57-6112）
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15 水

18 水

17 火

16 月

1歳半健診（平成２7年5月～6月生まれ）

２歳児歯科健診（平成２6年11月～12月生まれ）

受付12：45～13：15

受付12：50～13：20

保健福祉センター

保健福祉センター

補聴器相談（リオン）

育児学級（平成２８年７月～８月生まれ）

10：00～10：30

受付13：00～

役場

保健福祉センター

10ヶ月児すくすく学級（平成２８年３月～４月生まれ）

元気はつらつ教室

受付9：30～

13：30～15：30

保健福祉センター

保健福祉センター

育児相談会

心と体の相談会

9：00～11：30

9：00～11：30

子育て支援センター

保健福祉センター

育児相談会

機能訓練

9：00～11：30

10：00～15：00

子育て支援センター

保健福祉センター

保健福祉センター心と体の相談会 9：00～11：30

子育て支援センター育児相談会 9：00～11：30

役場補聴器相談（リオン） 10：00～10：30

保健福祉センター元気はつらつ教室 13：30～15：30

【休日診療当番医】　本間医院（加茂市後須田） ☎52-8936　　〈時間〉9：00～17：00

保健福祉センター機能訓練 10：00～15：00

役場補聴器相談（リオン） 10：00～10：30

保健福祉センター乳児健診（平成２８年9月生まれ） 受付12：50～13：20

【休日診療当番医】　皆川小児科医院（加茂市神明町） ☎53-3530　　〈時間〉9：00～17：00

保健福祉センター機能訓練 10：00～15：00

【休日診療当番医】　遠藤整形外科（加茂市幸町） ☎53-3838　＜時間＞9:00～17:00

役場補聴器相談（リオン） 10：00～10：30

保健福祉センター両親学級（平成２９年5月～6月出産予定者） 受付9：00～9：30

【休日診療当番医】　服部クリニック（加茂市幸町） ☎53-4680　　〈時間〉9：00～17：00

【休日診療当番医】　みながわ整形外科（加茂市番田） ☎53-3877　　〈時間〉9：00～17：00

湯っ多里館休館日
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坂　田　　　藤田　昭一（87）

本田上　　　大桃　六江（90）

清水沢　　　浅見ムツ子（94）

羽生田　　　渡邊　德栄（67）

川船河　　　青木　順子（85）

俳

　句
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

田
上
俳
句
会

　
山
　
田
　
本
間
　
静
栄

田
上
俳
句
会

　
本
田
上
　
小
柳
白
星
子

田
上
俳
句
会

　
川
ノ
下
　
高
橋
　
玉
舟

田
上
俳
句
会

　
山
　
田
　
渡
辺
　
千
酔

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

上
　
野
　
山
口
　
勘
生

上
　
野
　
吉
田
　
賢
三

本
田
上
　
鶴
巻
新
一
路

送
迎
バ
ス
す
ぎ
ゆ
く
景
色
枯
れ
尾
花
空
田
に
見
や
る
白
鳥
の
群
れ

長
き
夜
は
人
も
恋
し
く
ラ
ジ
オ
友
同
じ
思
い
の
リ
ス
ナ
ー
多
く
　

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

短

　歌
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

川

　柳
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

山
　
田
　
加
藤
　
山
里

羽
生
田
　
岡
田
　
尚
久

清
水
沢
　
坂
内
　
昇
甫

手
伝
い
の
出
来
る
事
あ
り
喜
ん
で

子
供
の
名
読
め
な
い
俺
は
昔
者

三
が
日
宮
参
り
よ
り
福
袋

少
々
の
御
神
酒
で
祈
る
大
自
然

お　く　や　み

11／26～12／25届出分、
敬称略

ご結婚おめでとう

川ノ下　　　渡辺　明日翔・萌（鈴木）

※掲載希望の有無を役場町民課（総合受付）へお申し出ください。

ふれあい広場は町民のみなさんからの投稿をお待ちしています。

　放送大学では平成29年度第1学期（4月入学）の
学生を募集しています。放送大学はテレビ、ラジ
オ、インターネットを利用して授業を行う通信制
の大学です。
　心理・教育・福祉・経済・歴史・文学・情報・
自然科学など、幅広い分野を学べます。
　出願期間：第１回は２月28日（火）まで
　　　　　　第２回は３月20日（月）までです。
　資料を無料で差し上げています。お気軽に放送
大学新潟学習センター（☎025-228-2651）までご
請求下さい。放送大学ホームページでも受け付け
ております。

◇テ ー マ　金融リテラシー調査からみる、
　　　　　　金融知識と新潟県の特徴
◇日　　時　２月３日（金）午後6時30分～8時
◇申込期限　２月２日（木）まで
◇講　　師　経営情報学部　塚辺 博崇　助教
◇会　　場　新潟経営大学
◇定　　員　48名　※先着順　受講料：無料
◆申込・問い合わせ：
　新潟経営大学　総務課　☎53-3000

放送大学　4月生募集のお知らせ

◇日　時　1月21日（土）午後2時30分～午後4時30分
　　　　　1月28日（土）午後2時30分～午後4時30分
◆ご相談・問い合わせ：
　大塚行政書士社労士事務所　行政書士　
　　　社会保険労務士　大塚義行　☎57-4090

行政書士・社会保険労務士による
相続・労働関係、社会保険に関する無料電話相談

新潟経営大学公開講座

そ
う
び

す
み

き
ずね

ど
こ

お
　
み
　
き

赤ちゃん誕生

川船河　　　佐藤　　楓（賀生・みどり）

湯　川　　　廣野　杏奈（健太・めぐみ）

　  かえで

あん  な

田
上
の
学
校

田
上
の
学
校

38

田
上
小
学
校
の
学
校
林
３

　
前
号
で
、
田
上
尋
常
小
学
校
と
高
等
小
学
校
と
区
分
し
て
記
入
し
て
い
た
が
明
治
25
年

６
月
17
日
を
も
っ
て
田
上
校
は
田
上
尋
常
小
学
校
と
田
上
高
等
小
学
校
に
分
か
れ
、
校
舎

も
校
長
も
別
々
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
学
校
林
も
２
ヶ
所
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、「
小

学
校
令
」
が
改
正
さ
れ
明
治
41
年
３
月
に
両
校
が
統
合
さ
れ
、
田
上
尋
常
高
等
小
学
校
と

な
り
尋
常
科
が
義
務
制
に
な
り
高
等
科
は
希
望
制
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
学
校
林
も
こ
の

時
点
で
統
合
さ
れ
た
。

　
尚
、
次
の
よ
う
な
附
記
が
あ
る
。

　
旧
、
田
上
尋
常
小
学
校
に
属
す
る
分
は
栽
植
後
２
年
を
経
た
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
、
寄

附
し
て
い
る
。

　
大
正
時
代
も
こ
れ
に
準
じ
て
学
校
林
は
運
営
さ
れ
て
い
た
と
思
う
。
県
庁
が
報
告
を
求

め
た
文
の
一
部
を
紹
介
す
る
。
（
大
正
３
年
９
月
16
日
調
べ
）

　
小
学
校
ノ
学
校
林

　
大
正
時
代
の
報
告

　
　
一
学
校
林
施
行
ニ
関
ス
ル
計
画
ト
報
告

　
　
　
①
学
校
林
面
積
所
有
地
借
地
（
地
上
権
設
定
ノ
有
無
）
借
地
料
又
部
分
ノ
別

　
　
　
②
学
校
林
面
積
及
ビ
樹
種
本
数

　
　
　
③
経
費
予
定

　
　
　
④
樹
木
ノ
伐
採
期

　
　
　
⑤
将
来
収
入
予
定

　
　
二
現
在
学
校
林
地
実
施
ノ
概
況

　
　
三
学
校
林
実
施
以
来
ノ
経
費
並
ビ
ニ
学
校
樹
裁
ニ
依
リ
収
入
セ
シ
金
額

　
　
（
学
校
樹
　
県
は
学
校
林
と
併
せ
て
学
校
の
校
地
に
も
樹
木
や
花
卉
を
植
え
る
こ
と

　
　
　
も
奨
励
し
報
告
を
求
め
て
い
る
。
）
次
の
よ
う
な
項
目
で
あ
っ
た
。

　
　
　
①
校
地
ト
保
護
者
所
有
地
ト
ノ
植
栽
別

　
　
　
②
年
度
別
植
栽
樹
種
本
数

　
　
　
③
樹
木
目
通
リ
周
囲
ノ
大
要
及
ビ
生
育
状
態
、
樹
裁
ニ
対
ス
ル
作
業
及
ビ
施
設

　
　
　
④
樹
苗
、
培
養
、
移
植
、
保
護
手
入
レ
及
其
生
育
ノ
状
況
巡
視
等
筍
モ
児
童
ノ
作

　
　
　
　
業
ハ
勿
論
樹
木
愛
護
ノ
観
念
養
成
等
可
成
ル
詳
細
ヲ
記
述
ス
ル
コ
ト

　
　
　
⑤
樹
裁
委
員
等
尽
力
ノ
状
況
、
尚
特
別
ノ
規
程
ア
ラ
バ
添
付
ス
ル
コ
ト

　
　
　
以
上
ノ
外
参
考
ニ
資
ス
ベ
キ
事
項
ア
ラ
バ
備
考
欄
ヲ
設
ケ
記
述
ス
ル
コ
ト

　
　
　
　
校
舎
の
周
り
の
植
栽
に
つ
い
て
も
、以
上
の
よ
う
詳
し
い
報
告
を
求
め
て
い
る
。

　
　
　
　
尚
、
田
上
小
学
校
の
植
林
及
び
植
栽
に
要
し
た
経
費
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
39
年
度
　
不
明
　
　
　
　
　
　
　
40
年
度
　
１
円
92
銭

　
　
　
　
41
年
度
　
１
円
30
銭
　
　
　
　
　
42
年
度
　
１
円
49
銭

　
　
　
　
43
年
度
　
１
円
90
銭
　
　
　
　
　
44
年
度
　
１
円
50
銭

　
　
　
　
元
年
度
　
２
円
10
銭
　
　
　
　
　
２
年
度
　
１
円
55
銭

　
　
　
　
３
年
度
　
１
円
20
銭

　
植
栽
と
は
学
校
の
周
り
に
植
え
た
樹
木
及
び
花
卉
の
こ
と
で
あ
る
。
学
校
林
と
学
校
樹

裁
は
こ
の
講
で
は
区
別
し
た
。

投
稿
…
吉
沢
和
平
（
上
野
）

◇日　時　１月26日（木）～30日（月）

　　　　　午前９時～午後５時

　　　　　（最終日は午後３時まで）

◇会　場　加茂文化会館　※入場無料

◆ 問い合わせ：加茂文化会館　☎53-0842

第３１回新春美術展・
いけばな展

加茂市　県展・芸展・市展入賞入選者作品展

◇日　時　1月28日（土）　午後2時～4時

◇会　場　田上町公民館　※入場無料

◇内　容　①ミッキーのがんばれサーカス・

　　　　　　ミッキーのアイススケート

　　　　　②戦中戦後　昭和の暮らし。

　　　　　　記録映画・銃後便り

◆問い合わせ：相田良夫　☎57-5086

第242回 16ミリ映写会

　行政機関への手続き、サービスについての要望

はもちろん、相続などの暮らしの困りごとについ

てもお気軽に相談ください。

◇日　時　平日（月～金曜日）午前9時～午後5時

◆相談・問い合わせ：総務省行政相談委員 

　　　　　　　　　　　善養寺貴洋　☎57-3988

「行政への要望」と「暮らし」の電話相談

　新潟県司法書士会では、毎年２月の１ヶ月間を

『相続登記はお済ですか月間』と定め相続登記に

ついての県内一斉無料相談を実施いたしておりま

す。この機会にお近くの司法書士事務所にお気軽

にご相談下さい。相続登記について、無料でご相

談に応じております。

　また、一年を通じて下記にて無料相談に応じて

おりますので、ご利用ください。

【司法書士無料相談】TEL : 025-244-5121

　毎週水曜日 午後1時30分～午後4時

　　（面談・電話相談　要予約）

【司法書士総合相談センター】TEL : 025-240-7867

　平日 午前10時～午後0時、午後1時～午後4時　（電話相談）

【多重債務ホットライン】TEL : 025-240-7974

　平日 午前10時～午後0時、午後1時～午後4時　（電話相談）

◆問い合わせ：

　新潟県司法書士会　☎025-244-5121

◇日　時　1月27日（金）

　　　　　午後0時15分～午後0時45分

◇会　場　田上町役場１階　ロビー

◇演奏者　川上拓人（バイオリン、ビオラ）

　　　　　犬飼実花（ピアノ）

◇演奏曲　エルガー「愛の挨拶」

　　　　　サン＝サーンス「白鳥」等（予定）

◆ 問い合わせ：田上町公民館　 ☎57-3114

第3回　ロビーコンサート

司法書士による相続登記の
無料相談月間のお知らせ

真
青
の
竹
垣
組
ま
れ
冬
仕
度

川
一
筋
足
の
先
ま
で
冬
ざ
る
る

木
々
に
置
く
一
語
一
語
や
雪
囲

逆
光
に
赤
の
と
き
め
く
冬
薔
薇

い
な
び
か
り
ま
ど
こ
し
恐
怖
師
走
か
な

赤
白
と
難
を
天
じ
た
家
の
角

朝
早
に
御
早
う
の
方
息
白
く

俎
板
の
傷
を
増
や
し
て
去
年
今
年

初
音
を
寝
床
で
聞
き
を
る
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

い
や
し
く
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坂　田　　　藤田　昭一（87）

本田上　　　大桃　六江（90）

清水沢　　　浅見ムツ子（94）

羽生田　　　渡邊　德栄（67）

川船河　　　青木　順子（85）

俳

　句
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

田
上
俳
句
会

　
山
　
田
　
本
間
　
静
栄

田
上
俳
句
会

　
本
田
上
　
小
柳
白
星
子

田
上
俳
句
会

　
川
ノ
下
　
高
橋
　
玉
舟

田
上
俳
句
会

　
山
　
田
　
渡
辺
　
千
酔

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

上
　
野
　
山
口
　
勘
生

上
　
野
　
吉
田
　
賢
三

本
田
上
　
鶴
巻
新
一
路

送
迎
バ
ス
す
ぎ
ゆ
く
景
色
枯
れ
尾
花
空
田
に
見
や
る
白
鳥
の
群
れ

長
き
夜
は
人
も
恋
し
く
ラ
ジ
オ
友
同
じ
思
い
の
リ
ス
ナ
ー
多
く
　

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

短

　歌
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

川

　柳
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

山
　
田
　
加
藤
　
山
里

羽
生
田
　
岡
田
　
尚
久

清
水
沢
　
坂
内
　
昇
甫

手
伝
い
の
出
来
る
事
あ
り
喜
ん
で

子
供
の
名
読
め
な
い
俺
は
昔
者

三
が
日
宮
参
り
よ
り
福
袋

少
々
の
御
神
酒
で
祈
る
大
自
然

お　く　や　み

11／26～12／25届出分、
敬称略

ご結婚おめでとう

川ノ下　　　渡辺　明日翔・萌（鈴木）

※掲載希望の有無を役場町民課（総合受付）へお申し出ください。

ふれあい広場は町民のみなさんからの投稿をお待ちしています。

　放送大学では平成29年度第1学期（4月入学）の
学生を募集しています。放送大学はテレビ、ラジ
オ、インターネットを利用して授業を行う通信制
の大学です。
　心理・教育・福祉・経済・歴史・文学・情報・
自然科学など、幅広い分野を学べます。
　出願期間：第１回は２月28日（火）まで
　　　　　　第２回は３月20日（月）までです。
　資料を無料で差し上げています。お気軽に放送
大学新潟学習センター（☎025-228-2651）までご
請求下さい。放送大学ホームページでも受け付け
ております。

◇テ ー マ　金融リテラシー調査からみる、
　　　　　　金融知識と新潟県の特徴
◇日　　時　２月３日（金）午後6時30分～8時
◇申込期限　２月２日（木）まで
◇講　　師　経営情報学部　塚辺 博崇　助教
◇会　　場　新潟経営大学
◇定　　員　48名　※先着順　受講料：無料
◆申込・問い合わせ：
　新潟経営大学　総務課　☎53-3000

放送大学　4月生募集のお知らせ

◇日　時　1月21日（土）午後2時30分～午後4時30分
　　　　　1月28日（土）午後2時30分～午後4時30分
◆ご相談・問い合わせ：
　大塚行政書士社労士事務所　行政書士　
　　　社会保険労務士　大塚義行　☎57-4090

行政書士・社会保険労務士による
相続・労働関係、社会保険に関する無料電話相談

新潟経営大学公開講座

そ
う
び

す
み

き
ずね

ど
こ

お
　
み
　
き

赤ちゃん誕生

川船河　　　佐藤　　楓（賀生・みどり）

湯　川　　　廣野　杏奈（健太・めぐみ）

　  かえで

あん  な

田
上
の
学
校

田
上
の
学
校

38

田
上
小
学
校
の
学
校
林
３

　
前
号
で
、
田
上
尋
常
小
学
校
と
高
等
小
学
校
と
区
分
し
て
記
入
し
て
い
た
が
明
治
25
年

６
月
17
日
を
も
っ
て
田
上
校
は
田
上
尋
常
小
学
校
と
田
上
高
等
小
学
校
に
分
か
れ
、
校
舎

も
校
長
も
別
々
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
学
校
林
も
２
ヶ
所
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、「
小

学
校
令
」
が
改
正
さ
れ
明
治
41
年
３
月
に
両
校
が
統
合
さ
れ
、
田
上
尋
常
高
等
小
学
校
と

な
り
尋
常
科
が
義
務
制
に
な
り
高
等
科
は
希
望
制
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
学
校
林
も
こ
の

時
点
で
統
合
さ
れ
た
。

　
尚
、
次
の
よ
う
な
附
記
が
あ
る
。

　
旧
、
田
上
尋
常
小
学
校
に
属
す
る
分
は
栽
植
後
２
年
を
経
た
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
、
寄

附
し
て
い
る
。

　
大
正
時
代
も
こ
れ
に
準
じ
て
学
校
林
は
運
営
さ
れ
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◇日　時　１月26日（木）～30日（月）

　　　　　午前９時～午後５時

　　　　　（最終日は午後３時まで）

◇会　場　加茂文化会館　※入場無料

◆ 問い合わせ：加茂文化会館　☎53-0842

第３１回新春美術展・
いけばな展

加茂市　県展・芸展・市展入賞入選者作品展

◇日　時　1月28日（土）　午後2時～4時

◇会　場　田上町公民館　※入場無料

◇内　容　①ミッキーのがんばれサーカス・

　　　　　　ミッキーのアイススケート

　　　　　②戦中戦後　昭和の暮らし。

　　　　　　記録映画・銃後便り

◆問い合わせ：相田良夫　☎57-5086

第242回 16ミリ映写会

　行政機関への手続き、サービスについての要望

はもちろん、相続などの暮らしの困りごとについ

てもお気軽に相談ください。

◇日　時　平日（月～金曜日）午前9時～午後5時

◆相談・問い合わせ：総務省行政相談委員 

　　　　　　　　　　　善養寺貴洋　☎57-3988

「行政への要望」と「暮らし」の電話相談

　新潟県司法書士会では、毎年２月の１ヶ月間を

『相続登記はお済ですか月間』と定め相続登記に

ついての県内一斉無料相談を実施いたしておりま

す。この機会にお近くの司法書士事務所にお気軽

にご相談下さい。相続登記について、無料でご相

談に応じております。

　また、一年を通じて下記にて無料相談に応じて

おりますので、ご利用ください。

【司法書士無料相談】TEL : 025-244-5121

　毎週水曜日 午後1時30分～午後4時

　　（面談・電話相談　要予約）

【司法書士総合相談センター】TEL : 025-240-7867

　平日 午前10時～午後0時、午後1時～午後4時　（電話相談）

【多重債務ホットライン】TEL : 025-240-7974

　平日 午前10時～午後0時、午後1時～午後4時　（電話相談）

◆問い合わせ：

　新潟県司法書士会　☎025-244-5121

◇日　時　1月27日（金）

　　　　　午後0時15分～午後0時45分

◇会　場　田上町役場１階　ロビー

◇演奏者　川上拓人（バイオリン、ビオラ）

　　　　　犬飼実花（ピアノ）

◇演奏曲　エルガー「愛の挨拶」

　　　　　サン＝サーンス「白鳥」等（予定）

◆ 問い合わせ：田上町公民館　 ☎57-3114

第3回　ロビーコンサート

司法書士による相続登記の
無料相談月間のお知らせ
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町の花
アジサイ

町の木
サクラ
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明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。

今回取材で伺った「湯田上スイーツ試食会」では、旬の『ル レクチエ』を使用した各旅館のスイーツをいただき、どれもとても美味しく

‘田上町産’の美味しさを再認識しました。

みなさんも、身近にある田上町産のもので旬の美味しさを感じてみてはいかがでしょうか。 彩

【編集後記】

　　　鶏ひき肉…３００ｇ　　卵…1個　　生姜汁…少々
Ａ　　みりん…大さじ１　　塩…小さじ1/4
　　　片栗粉…大さじ１
里芋…小８個　　生しいたけ…６枚　　こんにゃく…1枚
長葱…1本　　かぶ…３個　　ごぼう…1本
人参…中1本　　みつば…適量

Ｂ
　　だし汁…６カップ　　醤油…大さじ１

　　　　酒…1００㏄　　味噌…大さじ４
白ごま、ゆず、七味唐辛子…適量

12月２７日、農業に従事している

女性約３０名が一堂に会し、

交流を深めました。

午前は手作りドレッシング作り等、

午後は新年に華やかさを

添える生け花に挑戦しました。

あなたと行政とをむすぶ“情報誌”
ま　ち

あなたと行政とをむすぶ“情報誌”
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◆国民健康保険税10期

◆町県民税４期
※納税は便利な口座振替がおすすめです！

町 の 人 口（12月31日現在）

世帯数

（前月比）

人　口

（前月比）

人

4,175
＋ 5

12,142
－ 4

世帯
今 月 の 納 税今 月 の 納 税

～みどりを愛す

　　　　女性のつどい～

～みどりを愛す

　　　　女性のつどい～
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田上レンジャー
（田上町食育推進キャラクター）

子どもたちも手伝っ
ておいしい料理を作
ろう！　ももねより

作り方 ①ボウルにAを入れて粘りがでるまでよく混ぜる。
②里芋は1㎝幅、しいたけは半分、長葱は３㎝長さに切る。
　　人参は乱切り、かぶは、茎を1㎝ほど残して皮をむき縦
　　４等分のくし形に切る。ごぼうは、ささがきにして水に
　　さらす。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
③こんにゃくは、一口大にスプーンでちぎり下茹でする。
④鍋にBを入れて、強火で煮立て、ひき肉だねをスプーン
　　ですくって入れる。準備した材料をかたいものから順に
　　入れ、煮立ったら弱火にしてアクを取り、10分程煮る。
⑤味噌を溶き入れ、みつばを散らし、好みで、ごま、ゆず、
　　七味唐辛子をのせていただく。
※野菜は、その時にあるもの（小松菜、春菊、白菜、玉葱、
　　じゃが芋など）なんでもOKです。

材料
（6人分）

★鶏だんごのみそ鍋

レンコン…２００ｇ　　ちりめんじゃこ…３０ｇ
梅干し…1～２個
ごま油…大さじ1　　酒…５０㏄　　すりごま…大さじ２

作り方 ①レンコンを４つに割り、薄くスライスする。
②フライパンにごま油とちりめんじゃこを入れ、炒める。
　　次にレンコンと梅干しを入れる。酒を回し入れ、火加
　　減に注意しながら、フタをして蒸し煮する。
③レンコンに火が通ったら、梅干しをつぶして広げ、仕
　　上げにすりごまを入れ、軽く和える。

材料
（４～６人分）

★しゃきしゃき梅じゃこレンコン

町民懇談会開催町民懇談会開催町民懇談会開催

　〒959-1503　田上町大字原ヶ崎新田3070番地

　田上町役場総務課   57-6222

　メールアドレス　t2223@town.tagami.niigata.jp

■投稿記事あて先／

　12月18日、町内３か所（コミュニティセンター、保健福祉センタ

ー、老人福祉センター）で、町民懇談会を開催しました。今後５

年間のまちづくりの方針である『第５次総合計画後期基本計画』

素案についての説明を行い、多くの方からご意見、ご質問をいた

だきました。人口減少対策の考え方や具体的な事業計画、空き家

の活用に関する意見などもありました。今後は、いただいた意見

も参考に後期基本計画の策定作業を進めてまいります。
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お手軽野菜レシピお手軽野菜レシピお手軽野菜レシピ

みんなで取り組もう！ 田上の食育

子育て応援

役場保健福祉課 ☎57-6112
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鶏だんごのみそ鍋

しゃきしゃき
梅じゃこレンコン

　中店地区食推のおすすめ料理を紹介します。

　主菜（肉）と副菜（野菜）が一緒にとれて、メイン料理にもなる「鶏だんご

のみそ鍋」と、小魚がとれて、作り置きにも重宝する「しゃきしゃき梅じゃこ

レンコン」です。献立に迷ったらぜひ作ってみて下さい。


